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家
族
を
愛
し　
 
友
達
を
愛
し

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
、
そ
れ
が
郷
土
愛

　

私
た
ち　

名
の
議
員
は
、
住
民
の
代
表
で
あ
る
事
を
強
く
自
覚
し
、
町
民
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
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誠
心
誠
意
、
こ
の
4
年
間
を
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。
町
民
皆
様
が
、
笑
顔
で
い
ら
れ
る
大
和
町
の
た
め
に
。
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現職１１名、新人７名
　任期満了に伴う町議選が３月２５日に行われ、新議員が決まりました。当選者１８名の内、現

職は１１名、新人７名で、党派別は公明１名、共産１名、無所属１６名です。

　４月５日に初議会が開催され、議長、副議長、各常任委員会等の委員が決まりました。

就
任
の
あ
い
さ
つ

議　

長　

大
須
賀　

啓

副
議
長　

堀
籠
日
出
子

※
紹
介
は
議
席
順
で
す
。（
正
副
議
長
は
除
く
）

副 
議 
長

議　
  
長

 今  野 　 善  行  (61)
こん の よし ゆき

�小野前河原
�１回
�団体役員
�町民視点での
行政を理念に、
希望のもてる 未 

あ

 来 の大和町づく
す

りに邁進します。

 堀  籠   日  出  子 (63)
ほり ごめ ひ で こ

�吉田反町下
�４回
�会社員
�誰もが「住ん
でみたい・住ん
でよかった」と
感じる町づくり
に努めます。

 大  須  賀 　
おお す が

 啓  (62)
ひらく

�宮床向原
�６回
�会社役員
�人情・絆・人
間味にあふれ！
あったかく幸せ
を実感できるま
ちづくり。

氏名（年齢）

� 出身地区

� 当選回数

� 職　業（経歴）

� 抱　負

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
４
月
５
日
の
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位

の
ご
推
挙
に
よ
り
、
第　

代
議
長
に
就
任
で
き
ま
し
た
こ
と

19

は
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
と
共
に
、
荷
の
重
さ
を
感
じ
て
お

り
ま
す
。
任
期
で
あ
る
４
年
間
は
、　

年
間
の
議
員
経
験
を

20

生
か
し
、
住
民
の
福
祉
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
町
民
が
明
る
く

幸
せ
を
感
じ
る
町
づ
く
り
を
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

浅
学
菲
才
の
身
で
あ
り
ま
す
が
、
今
ま
で
の
経
験
を
活
か
し

な
が
ら
、
議
員
各
位
と
一
緒
に
、
一
生
懸
命
、
議
会
活
動
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
議
長
就
任
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
度
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
副
議
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
こ
と
は
、
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
共
に
、
議
長

の
補
佐
役
と
し
て
、
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

副
議
長
と
し
て
の
任
期
は
４
年
間
で
す
が
、
町
民
の
福
祉
向
上

と
、
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　

何
卒
、
町
民
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議 
員
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 門  間  　 浩  宇  (56)
もん ま ひろ いえ

�鶴巣小鶴沢
�１回
�農業
�故郷大和町の
確かな一歩前進
のために、全力
で働きます。

 松  浦 　 隆  夫  (66)
まつ うら たか お

�吉岡城内東
�１回
�自衛官
�住み良い町、
活力あふれる町
づくりに熱意を
持って取り組み
ます。

 渡  辺 　 良  雄  (62)
わた なべ よし お

�もみじケ丘
�１回
�自衛官
�住み良いまち
づくりに貢献で
きるよう勉強し
つつ、情熱で取
り組みます。

 千  坂 　 裕  春  (53)
ち さか やす はる

�落合桧和田上
�１回
�会社員
�身近な頼れる
相談役として、
ご意見、ご要望
を町政に届けま
す。

 浅  野 　 俊  彦  (42)
あさ の とし ひこ

�宮床山田
�１回
�会社員
�常に「町民目
線」で夢と希望
ある大和町の未
来づくりに挑戦
します。

 平  渡 　
ひら わたし

 q 
たか

 志  (60)
し

�鶴巣下草
�３回
�農業
�子育て支援の
充実と災害に強
い町づくりに全
力で取り組みま
す。

 伊  藤 　　
い とう

 勝  (53)
まさる

�吉田清水
�２回
�建築業
�町民の皆様が、
安全で安心に暮
らせる町政を目
指して参ります。

 松  川 　 利  充  (66)
まつ かわ とし みつ

�吉岡城内中
�２回
�会社役員
�安全で安心な
町づくりを目指
し、大和町を誇
れる町にしたい
ために。

 藤  巻 　 博  史  (59)
ふじ まき ひろ し

�吉岡南
�２回
�政党役員
�住民が主人公
の政治、暮らし
やすい町のため、
全力をあげます。

 槻  田 　 雅  之  (48)
つき た まさ ゆき

�もみじケ丘
�１回
�会社役員
�安心できる町
にするため、防
災センター建設
実現に力を尽く
します。

 大  崎 　 勝  治  (74)
おお さき かつ じ

�鶴巣大平上
�７回
�農業
�議会議員総仕
上げと大和町の
更なる発展のた
めに誠心誠意努
力します。

 中  川 　 久  男  (62)
なか がわ ひさ お

�吉岡西原
�６回
�会社役員
�安心安全の町。
障害児の放課後
ケアと学校が休
みの余暇支援の
施設。

 馬  場 　 久  雄  (63)
ば ば ひさ お

�吉岡志田町
�５回
�小売業
�町民皆様の声
を大事にし、伸
び行く大和町の
ために頑張って
いきます。

 q 
たか

 平 　 聡  雄  (55)
ひら とし お

�落合相川下
�４回
�農業
�町民が主役、
人、地域、自然・
文化を活かした
住みよいまちを
目指します。

 堀  籠 　 英  雄  (63)
ほり ごめ ひで お

�吉田金取南
�３回
�農業
�私の信条であ
る町民一人ひと
りが幸せを実感
できる町をつく
ります。
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委員会紹介
委員会ってなぁ～に？

議会で調査する事項は非常に広いため、

各委員会を設けて、専門的に調査を行い

ます。任期は 4年間です。

　

総
務
ま
ち
づ
く
り
課
、
財
政
課
、
税
務
課
、
環
境
生
活
課
、

会
計
課
、
他
常
任
委
員
会
に
属
さ
な
い
事
を
調
査
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

　

町
民
課
、
保
健
福
祉
課
、
教
育
総
務
課
、
生
涯
学
習
課
、

公
民
館
に
か
か
わ
る
事
を
調
査
し
ま
す
。

社
会
文
教
常
任
委
員
会

松浦隆夫　　　浅野俊彦

q平聡雄　伊藤　勝　松川利充
（委員長）  （副委員長） 

千坂裕春　渡辺良雄　藤巻博史

堀籠日出子　中川久男　平渡q志
 （委員長）　　（副委員長）

　

産
業
振
興
課
、
都
市
建
設
課
、
上
下
水
道
課
に
か
か
わ

る
事
を
調
査
し
ま
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

議
会
運
営
を
円
滑
に
す
る
た
め
、
意
見
調
整
を
図
り

ま
す
。
定
例
議
会
前
な
ど
に
委
員
会
が
開
か
れ
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会 今野善行　門間浩宇　槻田雅之

大崎勝治　堀籠英雄　馬場久雄
 （副委員長）    （委員長）

伊藤　勝　堀籠英雄　中川久男

大崎勝治　松川利充　平渡q志
 （委員長）　　（副委員長） 
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町
の
財
政
や
経
営
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
渡

邊
仁
代
表
監
査
委
員
と
共
に
監
査
を
行
い
ま
す
。

監
査
委
員
（
議
会
選
出
）

松　

川　

利　

充

　

広
域
連
合
議
会
で
、
条
例
や
予
算
等
の
審
議
を
行
い

ま
す
。

宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
  
広
域
連
合
議
会
議
員

渡　

辺　

良　

雄

【
黒
川
行
政
事
務
組
合
】

　

黒
川
郡
４
町
村
で
構
成
し
て
い
る
、
複
合
一
部
事
務

組
合
。
消
防
、
火
葬
場
、
し
尿
処
理
、
ご
み
処
理
（
富

谷
町
は
除
く
）、
視
聴
覚
教
室
、
適
応
指
導
教
室
（
不
登

校
児
童
・
生
徒
の
た
め
の
教
室
）、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
等
の
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合

議
会
議
員

槻
田 
雅
之   
伊
藤 　

勝　
 
松
川 
利
充

平
渡 
f
志   
f
平 
聡
雄

【
吉
田
川
流
域
溜
池
大
和
町
外
２
市
４
ケ
町
村
組
合
】

大
和
町
、
大
衡
村
、
松
島
町
、
大
崎
市
、
東
松
島
市
で

構
成
す
る
組
合
。
吉
田
川
流
域
た
め
池
や
、
そ
れ
に
か

か
わ
る
施
設
の
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

吉
田
川
流
域
溜
池
大
和
町
外

   
２
市
４
ケ
町
村
組
合
議
会
議
員

千
坂 
裕
春　

松
浦 
隆
夫　

堀
籠
日
出
子

堀
籠 
英
雄　

大
崎 
勝
治

【大衡村外一町牛野ダム管理組合】

　大衡村、大和町で構成し、牛野ダムやそれにかか

わる施設の管理を行っています。

大
衡
村
外
一
町
牛
野
ダ
ム

　
　
　
　
   
管
理
組
合
議
会
議
員

千
坂 
裕
春　

f
平 
聡
雄

町
民
と
議
会
を
結
ぶ
「
読
み
や
す
く
、
親
し
ま
れ

る
」
議
会
だ
よ
り
を
作
り
ま
す
。

広
報
調
査
特
別
委
員
会

浅野俊彦　千坂裕春　門間浩宇

今野善行　伊藤　勝　藤巻博史
（委員長）　　（副委員長） 
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3
月
定
例
会

条
例
の
改
正
や
補
正
予
算
、
人
事
案
件
な
ど
を
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
は　

人
の
議
員
が
、
町
の
対
応
や
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

12

ま
た
、
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
新
年
度
予
算
を
審
議
し
ま
し
た
。

内　容

（
会
期 
2
月　

日
〜
3
月
9
日
）

27

３月定例会の審議内容
賛：反結果条　例

17：0可決あんしん子育て医療費助成条例

17：0可決連絡区設置条例の改正

17：0可決町職員の給与条例の改正

17：0可決町税条例の改正

17：0可決町農林施設の管理条例の改正

17：0可決介護保険条例の改正

17：0可決町営住宅条例の改正

17：0可決町スポーツ審議会条例の改正

賛：反結果その他

17：0可決下水道工事の変更契約

17：0可決町道路線の廃止

17：0可決町道路線の認定

17：0採択
請願書（杜の丘地区に公民館・
防災センターの建設を）

17：0継続
請願書（町スポーツセンター
施設に関する請願）

24年度予算関係は

10～ 18 ページに掲載しております。

賛：反結果２3年度補正予算

17：0可決一般会計

17：0可決国民健康保険会計

特
別
会
計

17：0可決介護保険会計

17：0可決宮床財産区会計

17：0可決吉田財産区会計

17：0可決落合財産区会計

17：0可決奨学事業会計

17：0可決後期高齢者医療会計

17：0可決下水道会計

17：0可決農業集落排水会計

17：0可決合併浄化槽会計

17：0可決水道会計

○
杜
の
丘
の
人
口
が
増
え
た
の
で
、
一
丁
目

〜
三
丁
目
ま
で
分
け
ま
す
。

【
連
絡
区
設
置
条
例
改
正
】

【
町
農
林
施
設
の
管
理
条
例
の
改
正
】

○
冷
房
器
具
を
使
っ
た
場
合
、
１
時
間
当
り

　

１
０
０
円
を
い
た
だ
き
ま
す
。（
対
象
施

　

設
：
吉
田
・
落
合
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
、

　

宮
床
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
）

【
介
護
保
険
条
例
の
改
正
】

○
介
護
保
険
料
の
基
準
額
が
３
８
０
０
円

　

か
ら
４
９
０
０
円
に
上
が
り
ま
す
。

　

（
所
得
区
分
に
よ
り
１
〜
６
段
階
に
別
れ

　

ま
す
）

条
例
改
正
の
主
な
内
容

○宮床中学校体育館建設 ○住宅用ソーラーパネルに助成

○農地・水管理事業を

　24年度から５年間

○あんしん子育て医療費助成

　中学３年生まで無料
　今までは６歳まで、これからは、中学

　３年生まで通院・入院無料

杜の丘一丁目 

杜の丘三丁目 杜の丘三丁目 

杜の丘二丁目 杜の丘二丁目 

中核都市・大和」を目指す



2012.5.1　たいわ町議会だより
9

施
政
方
針
演
説
を

　
 
聞
い
て
の
感
想

【
内
容
】　

杜
の
丘
地
区
の
人
口
が
急
増
し
て
お
り
、

公
共
施
設
の
建
設
が
必
要
と
、
住
民
も
切
望
し
て
い
る
。

是
非
、
早
期
建
設
が
実
現
す
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

【
請
願
結
果
】
採
択　

賛　

：
反
0

17

請
願
書

【
杜
の
丘
地
区
内
へ
の
公
民
館
並
び
に

　
　

防
災
セ
ン
タ
ー
建
設
に
関
す
る
請
願
書
】

【
請
願
者
】

宮
床
地
区
区
長
会

会
長　

佐
竹 
勇
雄 
氏

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

大
友　

勝
衛

　

震
災
復
興
に
向
け
た
、
尚
一

層
の
施
策
展
開
と
、
産
業
集
積

に
向
け
た
、
中
長
期
的
な
視
野

で
の
新
た
な
整
備
計
画
を
早
急

に
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

社
会
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長　

堀
籠
日
出
子

　

震
災
施
策
を
進
め
つ
つ
、
学

力
向
上
対
策
、
宮
床
中
学
校
の

体
育
館
建
設
、
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
無
料
化
等
を
着
実
に
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長　

w
平　

聡
雄

　

震
災
復
興
事
業
に
加
え
、
町

課
題
へ
の
対
応
と
、
厳
し
い
財

源
で
の
演
説
内
容
は
、「
決
意

は
示
さ
れ
た
が
説
得
力
に
欠
け

る
」
印
象
で
あ
る
。

施政方針を述べる、浅野町長

黒川病院 

警察署 

調整池 

公園 

役場 

バスターミナル 

大和中 

郵便局 

役場 

国道457号線 

消防署 
工 事 

○交通ターミナル整備（役場北側）

　平成25年4月から利用開始予定

○吉田落合線（役場南側の道路）　

　を国道 457線と結ぶ

【
採
択
さ
れ
た
感
想
を
】

　

杜
の
丘
地
区
の
人
口
が

急
激
に
増
え
、
今
年
４
月

か
ら
は
、
一
丁
目
か
ら
三

丁
目
の
分
区
と
な
っ
た
。

公
民
館
、
防
災
セ
ン
タ
ー

の
着
工
・
完
成
を
、
多
く
の

住
民
が
望
ん
で
い
る
。
今

回
、
請
願
書
を
出
し
て
、
議

会
の
承
認
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。
今
後
の
、
町
の

動
向
に
期
待
す
る
。

【
議
会
に
一
言
】

　

３
月
の
改
選
期
で
新

し
い
議
員
さ
ん
が
誕
生

し
て
、
４
月
５
日
に
初

議
会
が
開
か
れ
、
私
も

傍
聴
を
し
た
。
議
員
各

位
に
は
、
今
後
の
大
和

町
発
展
の
た
め
に
、
尚

一
層
の
努
力
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

24 年度の主な事業

「活力に満ちたまち・みやぎの
震災復興施策を進めつつ
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新新新新新新新新新新年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算をををををををををを分分分分分分分分分分析析析析析析析析析析

歳 入 
86億 

1300万円 

歳 出 
86億 

1300万円 

議会費・その他 
1億4557万円 
（1.69％） 

  繰入金 
［町の貯金を 
  下ろして使う金額］ 
 4億8109万円（5.59％） 

  地方交付税 
［自治体の均衡を保つために 
  国から交付される金額］ 
  17億6274万円（20.47％） 

  その他 
  4億1640万円（4.83％） 

［使用料や手数料など］ 
 総務費 

9億5874万円 
（11.13％） 

民生費 
21億6648万円 
（25.15％） 

町税 
［町民が納める税金］ 
34億5941万円 
（40.16％） 

  町債 
［財源不足を補うための借金］ 
  5億7530万円（6.68％） 

  国庫支出金 
［使用目的が決まっている 
  国からの補助金］ 
  9億6126万円（11.16％） 

  県支出金 
［使用目的が決まっている 
  県からの補助金］ 
  4億5501万円（5.28％） 

  各種交付金 
［消費税やガソリン税など 
  から地方へ配分される金額］ 
  5億179万円（5.83％） 

衛生費 
9億9379万円 
（11.54％） 

教育費 
12億2750万円 
（14.25％） 

災害復旧費 
2億8314万円 
（3.29％） 

公債費 
［町の借金］ 
8億1051万円 
（9.41％） 

土木費 
7億1123万円 
（8.26％） 

農林水産・ 
商工費 

8億8683万円 
（10.30％） 

消防費 
4億2921万円 
（4.98％） 

賛成：反対増減率前年度比予算額平成 23 年度　歳出分

16：19.0％7 億 1360 万円86 億 1300 万円一　般　会　計

17：01.2％2680 万円21 億 7608 万円国民健康保険会計

特別 

会計

16：18.5％1 億 1345 万円14 億 5538 万円介 護 保 険 会 計

17：0▲ 17.5％▲ 747 万円3532 万円宮 床 財 産 区 会 計

17：012.2％75 万円691 万円吉 田 財 産 区 会 計

17：03.4％18 万円545 万円落 合 財 産 区 会 計

17：011.0％96 万円971 万円奨 学 事 業 会 計

16：19.8％1748 万円1億 9568 万円後期高齢者医療会計

17：0▲ 2.6％▲ 2104 万円8億 232 万円下 水 道 会 計

17：04.0％247 万円6461 万円農 集 排 事 業 会 計

17：04.2％218 万円5397 万円合 併 浄 化 槽 会 計

17：0▲ 6.5％▲ 7585 万円10 億 9717 万円水 道 会 計

5.6％7 億 7351 万円145 億 1560 万円総　　　　　　　  額

86億1,300

83億3,100

86億5,600

５年間の一般会計予算の推移 

平成24年3月末 
人口2万6131人で試算 

（昨年度と比べ 
3万6368円減） 

町民 
一人あたりの 
支出予算額 

32万9608円 

教育費 
4万6975円 
（9916円増） 

総務費 
3万6690円 
（2901円減） 

民生費 
8万2908円 
（6044円減） 

衛生費 
3万8031円 
（6830円減） 

農林・商工費 
3万3938円 

（1万4867円増） 

公債費 
3万1017円 

（5万1893円減） 

災害復旧費 
1万835円 

（1万835円増） 

議会費 
5188円 

（646円減） 

その他 
383円 

（17円減） 

消防費 
1万6425円 
（1034円増） 

土木費 
2万7218円 
（4689円減） 

80億4,990

78億9,940

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 

万円 

万円 

万円 

万円 

万円 

▲減額
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各課の予算をチェック
予算特別委員会を設置して

委員長を務めた秋山議員

親
切
、
丁
寧
を
心
が
け

総
合
案
内
窓
口
を
、

今
後
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
。総

合
案
内
の
窓
口
は
、

継
続
し
て
い
く
が
、

体
制
は
今
後
、
内
部
で
検
討

す
る
。

地
区
の
代
表
、
区
長
さ
ん

区
長
報
酬
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

各
地
区
の
区
長
の
報

酬
額
を
平
均
す
る
と
、

年
額　

万
８
千
円
。
そ
れ

30

に
、
世
帯
割
額
が
あ
り
、
各

行
政
区
の
世
帯
の
数
に
応

じ
加
算
し
て
い
る
。
１
０

０
世
帯
ま
で
は　

万
６
千

11

円
で
、
１
０
０
世
帯
〜
２
０

０
世
帯
ま
で
は
、
１
世
帯
当

た
り
９
０
０
円
を
プ
ラ
ス
。

例
と
し
て
、
２
０
０
世
帯
あ

る
場
合
は　

万
６
千
円
と

11

９
万
円
が
加
算
さ
れ
る
。

メ
ー
ル
で
情
報
を
発
信

町
職
員
、
消
防
団
、

住
民
連
絡
メ
ー
ル
の

内
容
は
。

防
災
無
線
に
加
え
、

希
望
者
に
は
メ
ー
ル

で
情
報
を
発
信
す
る
。
住

民
に
は
、
不
審
者
情
報
や
町

の
イ
ベ
ン
ト
等
。
職
員
に

は
、
災
害
時
の
緊
急
の
連
絡

と
対
応
。
消
防
団
は
、
各
分

団
長
に
連
絡
し
、
そ
こ
か
ら

部
長
、
各
班
長
に
連
絡
を
す

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

職
員
に
も
見
せ
よ

県
や
仙
台
市
で
は
議

会
中
継
を
職
員
に
も

見
せ
て
い
る
。
本
町
も
職
員

に
見
せ
る
よ
う
に
し
て
は
。

議
会
に
出
て
い
な
い

職
員
は
、
職
務
に
専

念
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

議
会
中
継
等
を
見
る
機
会

が
な
い
状
況
で
あ
る
。
議

会
の
内
容
は
、
各
課
の
課
長

が
職
員
に
内
容
を
伝
え
て

い
る
。

気
に
な
る
、
放
射
能

放
射
能
測
定
器
は
、

メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て

測
定
値
の
誤
差
は
あ
る
の

か
。
県
内
各
市
町
村
、
全
部

同
じ
機
種
な
の
か
。

測
定
器
は
県
か
ら
借

り
る
。
種
類
は
３
種

類
で
、
こ
れ
が
ど
こ
の
自
治

体
に
配
備
さ
れ
る
か
は
未

定
で
あ
る
。
そ
の
機
種
に

よ
っ
て
、
測
定
の
方
法
も
変

わ
る
の
で
、
検
出
の
レ
ベ
ル

も
違
っ
て
く
る
。

シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
？

国
道
４
号
線
、
高
田
橋

付
近
に
あ
る
シ
ン
ボ

ル
タ
ワ
ー
、
あ
れ
の
ど
こ
が

シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
な
の
か
。

ふ
る
さ
と
創
生
１
億

円
事
業
で
建
設
を
し

た
も
の
で
、
本
町
の
入
り
口

に
設
置
し
た
。
当
時
は
電

光
掲
示
板
で
、
イ
ン
パ
ク
ト

が
あ
っ
た
。
あ
れ
か
ら　
20

数
年
ぐ
ら
い
経
過
し
て
い

る
の
で
、
施
設
を
ど
う
し
た

ら
い
い
か
研
究
す
る
。

商
店
街
の
活
性
化
を

中
心
商
店
街
の
活
性

化
を
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

旧
市
街
地
を
、
い
か

に
活
性
さ
せ
る
か
と

い
う
の
が
大
き
な
テ
ー
マ

で
あ
り
、
や
は
り
新
旧
市
街

地
の
交
流
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
旧
市
街
地
に

誘
客
を
図
る
か
と
い
う
の

が
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、

課
題
で
あ
る
。

災
害
時
に
は
地
区
の
力
を

自
主
防
災
組
織
は
、

昨
年
、　

地
区　

の

29

28

組
織
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

ど
の
程
度
進
ん
だ
の
か
。

６
地
区
で
自
主
防
災

組
織
を
立
ち
上
げ
て

い
た
だ
い
た
。
平
成　

年
24

度
は
、
な
お
一
層
の
防
災
組

織
を
立
ち
上
げ
た
い
と
考

え
て
い
る
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

震
災
か
ら
１
年
が
経

過
し
た
。
善
意
の
寄

付
金
や
ふ
る
さ
と
寄
付
金

の
状
況
は
。

災
害
関
係
は
、
４
件

の
寄
付
金
が
あ
り
、

総
額
は
２
１
０
万
円
で
あ

る
。
教
育
費
寄
付
金
と
し

て
、
匿
名
の
方
１
名
か
ら
の

寄
付
金
が
あ
っ
た
。
ふ
る

さ
と
寄
付
金
も
１
件
の
方

か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
。

便
利
な
カ
ー
ド

住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
の
発
行
枚
数
は
。

ま
た
、
こ
の
カ
ー
ド
を
持
つ

こ
と
に
よ
っ
て
の
メ
リ
ッ

ト
は
何
か
。

　

年
２
月
末
現
在
で

24住
基
カ
ー
ド
の
登
録

数
は
４
０
３
枚
で
あ
る
。

住
基
カ
ー
ド
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
身
分
証
明
と
全
国
ど
こ

に
行
っ
て
も
自
分
の
住
民

票
が
出
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

問答問答

問答問

答 答

問答問答

問答問答

問

問

こんにちは、ご案内します

答

役場東側にある放射能大気測定器

シンボルタワー？

住民基本台帳カード
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中
学
３
年
ま
で
医
療
費
無
料

大
和
町
安
心
子
育
て

医
療
費
助
成
事
業
は
、

ど
の
ぐ
ら
い
の
人
数
が
該

当
す
る
の
か
。

　

年　

月
末
で
、
４

23

12

１
８
８
人
が
対
象
と

な
っ
て
い
る
。

税
金
は
期
限
ま
で
に

差
し
押
さ
え
た
車
両

の
管
理
は
ど
う
し
て

い
る
の
か
。

年
間
契
約
し
て
い
る

業
者
に
お
願
い
を
す

る
。
車
を
差
し
押
さ
え
た

場
合
、
業
者
に
連
絡
し
、
運

搬
し
て
保
管
し
て
も
ら
う
。

　

年
度
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
と

22普
通
自
動
車
の
２
台
を
差

し
押
さ
え
た
。

ト
ヨ
タ
か
ら
の
税
収
は

ト
ヨ
タ
東
北
が
７
月

に
統
合
さ
れ
た
場
合
、

税
収
は
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
て
く
る
の
か
。

法
人
町
民
税
の
課
税

標
準
で
均
等
割
は
、

そ
の
企
業
の
資
本
金
額
が

い
く
ら
に
な
る
か
、
従
業
員

数
が
ど
れ
だ
け
い
る
か
で

均
等
割
が
決
ま
る
。
ト
ヨ

タ
東
北
が
統
合
さ
れ
、
大
和

町
内
の
従
業
員
数
が
ど
れ

ぐ
ら
い
に
な
る
か
、
本
社
の

資
本
額
が
ど
れ
ぐ
ら
い
に

な
る
か
に
よ
っ
て
均
等
割

が
変
わ
る
。
今
回
の
予
算

計
上
は
、
見
込
み
な
の
で
結

果
と
し
て
ど
の
よ
う
に
な

る
か
は
何
と
も
い
え
な
い
。

徴
収
困
難
者
は
機
構
に
依
頼

地
方
税
滞
納
整
理
機

構
に
依
頼
を
し
た
件

数
と
回
収
金
額
は
。

　

年
度
に
依
頼
し
た

23件
数
は
、　

人
で
５

60

７
５
８
万
５
千
円
で
あ
る
。

そ
の
内
、
１
月
末
現
在
で
、

収
入
額
が
２
５
０
１
万
円

で
あ
る
。

お
金
の
預
け
先
は
ど
こ
？

本
町
で
の
取
り
引
き

し
て
い
る
金
融
機
関

名
と
割
合
。
全
体
と
し
て

ど
こ
の
銀
行
が
何
割
を
占

め
て
い
る
か
。

七
十
七
銀
行
で　

％
70

ぐ
ら
い
、
仙
台
銀
行
、

古
川
信
用
組
合
、
あ
さ
ひ
な

農
協
、
そ
れ
ぞ
れ
１
％
か
ら

８
％
程
度
で
あ
る
。
そ
の

他
に
、
み
ず
ほ
信
託
銀
行
、

宮
城
県
の
公
債
が
あ
り
、
５

％
、　

％
程
度
の
割
合
で
る
。

13

ワ
ク
チ
ン
接
種
で
が
ん
予
防

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
年
齢
と
回

数
は
。ワ

ク
チ
ン
は
、
対
象

が
中
学
１
・
２
・
３
年

生
と
高
校
１
年
生
ま
で
で
、

平
成　

年
２
月
か
ら
始
ま
っ

23

て
い
る
。
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
は
３
回
や
る
こ

と
に
な
る
。
１
回
目
、
２
回

目
は
、
１
、
２
か
月
置
い
て

や
る
。
３
回
目
は
６
か
月
後

に
実
施
す
る
。

社
会
復
帰
を
目
指
し
て

生
活
保
護
を
受
給
し

て
い
る
方
へ
の
指
導

は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

メ
ン
タ
ル
的
に
ケ
ア
で
き

る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

本
町
に
は
現
在
２
５
０
人
ぐ

ら
い
の
方
が
生
活
保

護
支
給
対
象
と
な
っ

て
い
る
。
生
活
指
導
は
い
ろ

い
ろ
な
面
で
相
談
、
対
応
を

し
て
い
る
。
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
の
指
導
等
は
、
毎
年
研

修
会
等
を
行
っ
て
レ
ベ
ル
の

向
上
を
図
っ
て
い
る
。

特
養
老
人
ホ
ー
ム

ま
ほ
ろ
ば
の
里
の
入

所
料
の
設
定
は
ど
の

程
度
か
。

入
所
料
は
、
介
護
度

に
よ
っ
て
異
な
る
。

中
間
の
介
護
３
で
見
た
場
合
、

大
体
月
６
万
円
ぐ
ら
い
で
あ

る
。
個
室
に
入
っ
た
場
合
、

８
万
８
千
円
ぐ
ら
い
に
な
る
。

元
気
な
体
で
長
生
き
を

後
期
高
齢
者
の
介
護

を
受
け
る
年
齢
が
多

く
な
っ
て
く
る
。
予
防
事

業
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、
お
口
元
気

教
室
、
か
ら
だ
元
気
教
室
、

前
期
高
齢
者
等
々
の
方
も

含
め
て
介
護
に
な
ら
な
い

た
め
の
出
前
講
座
を
行
っ

て
い
る
。

体
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

各
種
検
診
で
無
検
診

の
方
は
ど
れ
ぐ
ら
い

い
る
の
か
。

約
半
分
ぐ
ら
い
の

方
々
が
検
診
し
て
い

な
い
。

受
診
率
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

年
に
１
回
、
注
射
を
し
て
ね

狂
犬
病
予
防
だ
が
、

対
象
は
何
匹
犬
が
い

る
の
か
。

何
回
注
射
を
や
っ
て
い
る

の
か
。予

算
は
１
０
０
０
頭

分
。
実
際
は
７
０
０

か
ら
８
０
０
頭
が
注
射
の

実
数
に
な
っ
て
い
る
。
年

１
回
、
狂
犬
病
予
防
法
に
よ

り
注
射
を
行
っ
て
い
る
。

な
く
て
は
な
ら
な
い
施
設

環
境
管
理
セ
ン
タ
ー

は
昭
和　

年
に
稼
働

55

し
、
か
な
り
老
朽
し
て
い
る
。

改
修
の
動
き
は
あ
る
の
か
。

環
境
管
理
セ
ン
タ
ー

は　

年
を
経
過
し
た

30

の
で
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
、

４
町
村
と
黒
川
行
政
事
務

組
合
の
方
で
協
議
を
し
て

い
く
。

問答問答

問答

問答

問答

問答問答

問答

問答問

答問答

問答

今後も期待されるトヨタ東北

5月にオープン

検診で早期発見を

注射、痛いんだよなぁ～、でも安心
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住
み
や
す
い
き
れ
い
な
地
区

環
境
美
化
推
進
員
の
業

務
内
容
は
。

業
務
は
防
疫
事
業
、
害

虫
防
除
関
係
へ
の
協

力
、
そ
の
地
区
内
に
あ
る
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
清
掃
維

持
、
地
区
内
に
あ
る
公
共
施

設
の
清
掃
維
持
、
不
法
投
棄

な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
町

に
通
報
し
て
い
た
だ
く
。

ペ
ッ
ト
だ
っ
て
家
族
の
一
員

ペ
ッ
ト
が
死
ん
だ
場

合
、
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
。

飼
い
主
か
ら
町
へ
問

い
合
わ
せ
が
あ
っ
た

場
合
は
、
民
間
の
墓
地
な
ど

を
紹
介
し
て
い
る
。
飼
い

主
が
わ
か
ら
な
い
犬
は
町

で
丁
寧
に
処
理
す
る
。

苦
し
い
時
は
相
談
を

生
活
相
談
事
業
で
、

弁
護
士
を
必
要
と
す

る
事
案
も
出
て
く
る
と
思

う
が
、
そ
の
場
合
の
予
算
は
。

県
で
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

弁
護
士
制
度
が
あ
り
、

相
談
員
が
直
接
、
弁
護
士
に

相
談
し
、
費
用
は
県
が
全
額

出
し
て
い
る
。

地
元
の
食
材
を
使
お
う

学
校
給
食
に
ど
の
く

ら
い
地
元
の
食
材
を

使
う
予
定
な
の
か
。

こ
れ
ま
で
も
、
地
場

産
品
を
で
き
る
だ
け

使
っ
て
い
き
た
い
と
い
う

こ
と
で
、
納
入
業
者
と
協
議

し
て
き
た
。
し
か
し
、
給
食

セ
ン
タ
ー
の
需
要
に
供
給

で
き
る
態
勢
が
合
わ
な
い

部
分
が
あ
り
、
品
目
数
が
増

え
な
い
状
況
で
あ
る
。
そ

の
都
度
、
農
協
な
ど
に
相
談

し
な
が
ら
、
地
場
の
も
の
を

で
き
る
だ
け
入
れ
て
い
き

た
い
。

一
流
選
手
か
ら
学
べ

ト
ヨ
タ
東
日
本
株
式

会
社
が
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
の
日
本
リ
ー
グ
に
参
戦

す
る
と
い
う
報
道
が
あ
っ

た
。
中
学
校
の
部
活
に
も

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が
あ
る

の
で
、
一
流
選
手
に
指
導
し

て
も
ら
え
な
い
の
か
。

大
和
中
学
校
に
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
部
が
あ
る

の
で
、　

年
度
に
講
師
に
招

24

い
て
教
室
を
開
催
す
る
予

定
で
あ
る
。

み
ん
な
で
育
て
よ
う

学
校
応
援
団
事
業
は
、

学
校
と
家
庭
と
地
域

の
連
携
、
協
力
が
一
番
大
事

と
い
う
こ
と
で
始
ま
っ
た
。

特
に
、 

志 

教
育
は
ど
う

こ
こ
ろ
ざ
し

い
っ
た
こ
と
に
主
眼
を
置
い

て
行
っ
て
い
る
の
か
。

志
教
育
は
、
学
校
か

ら
の
支
援
の
要
請
に

基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
地

域
の
皆
さ
ん
が
体
験
、
経
験

さ
れ
て
き
た
こ
と
を
子
供

た
ち
が
学
校
の
教
科
書
に

は
な
い
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
く
と
い
う
こ
と
、
地
域

の
方
々
と
触
れ
合
う
と
い

う
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。

そ
れ
で
、
多
く
の
方
々
の
支

援
を
い
た
だ
き
、
町
内
全
校

で
地
域
の
方
々
の
手
を
か

り
て
、
色
々
な
こ
と
を
体
験

し
て
い
る
。

心
身
共
に
鍛
え
よ
う

武
道
が
必
須
授
業
化

と
な
る
が
、
対
策
は

十
分
か
。

　

年
度
か
ら
教
育
課

24程
が
新
し
く
な
り
、

武
道
が
中
学
校
で
必
修
科

目
に
な
る
。
大
和
中
、
宮
床

中
両
方
と
も
武
道
は
柔
道

を
取
り
上
げ
る
。
先
生
方

も
指
導
で
き
る
よ
う
な
体

制
に
は
な
っ
て
い
な
い
の

で
、
先
生
方
に
対
す
る
指
導

研
修
を
県
教
委
で
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
大
和
町
柔
道

愛
好
会
に
、
指
導
の
補
助
と

し
て
入
っ
て
い
た
だ
け
な

い
か
相
談
し
て
い
る
。

さ
ら
に
多
く
の
企
業
進
出
を

企
業
立
地
奨
励
金
５

億
２
５
０
０
万
円
だ

が
、
対
象
の
企
業
名
は
。

ス
ズ
デ
ン
、
ス
ズ
ケ

ン
、
東

盤

運

送
、

ニ
ュ
ー
テ
ッ
ク
、
東
京
エ
レ

ク
ト
ロ
ン
宮
城
、
プ
ラ
イ
ム

ア
ー
ス
の
６
社
で
あ
る
。

用
地
取
得
奨
励
金
は
２
社

で
、
ス
ズ
デ
ン
、
東
京
エ
レ

ク
ト
ロ
ン
宮
城
で
あ
る
。

問答問答

答問答

問

答

問答

問

問

問答

花いっぱい、きれいだな

おいしい給食作ってね

がんばれ！大和中ハンドボール部

目指せ　三四郎

答
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維
持
管
理
、
結
構
か
か
り
ま
す

ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル
や

総
合
運
動
公
園
の
維

持
管
理
費
は
い
く
ら
位
か

か
っ
て
い
る
の
か
。
こ
の

使
用
料
は
何
年
前
に
設
定

し
た
も
の
か
。

使
用
料
は
、
平
成　
14

年
に
改
定
し
て
現
在

に
い
た
る
。
ま
ほ
ろ
ば

ホ
ー
ル
の
維
持
管
理
費
は

８
６
５
５
万
、
総
合
運
動
公

園
の
維
持
管
理
費
は
４
５

４
４
万
４
千
円
で
あ
る
。

維
持
費
の
ほ
う
が
使
用
料

よ
り
は
る
か
に
上
回
っ
て

い
る
。

住
宅
用
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

促
進
助
成
金
の
事
業

内
訳
は
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電

の
助
成
金
は
、　

年
度

21

の
件
数
が　

件
、
１
０
５
６

81

万
６
千
円
で
あ
る
。　

年
度

22

は　

件
、
１
０
０
９
万
３
千

69
円
で
あ
る
。　

年
度
は　

件
、

23

57

７
３
９
万
６
千
円
で
あ
る
。

こ
の
件
数
の
中
で
、

地
元
の
業
者
が
請
け

負
っ
た
工
事
は
何
件
か
。

町
独
自
の
助
成
金
な
の
に
、

な
ん
で
町
内
業
者
に
受
注

さ
せ
な
い
の
か
。

　

年
度
は　

件
中
、

23

57

９
件
、
３
業
者
が
受

注
し
た
。
営
業
を
頑
張
っ

て
も
ら
え
れ
ば
、
あ
る
程
度

獲
得
で
き
る
の
か
な
と
思

う
。
産
業
ま
つ
り
等
に
業

者
さ
ん
に
参
加
し
て
も
ら

い
、
Ｐ
Ｒ
の
場
を
提
供
を
し
、

広
く
周
知
し
て
い
く
。

き
れ
い
な
農
地
を
保
と
う

農
地
・
水
保
全
管
理

支
払
交
付
金
事
業
だ

が
、
参
加
す
る
地
域
は
ど
れ

ぐ
ら
い
か
。　

年
度
か
ら

24

の
交
付
単
価
は
。

こ
れ
ま
で　

だ
っ
た

20

集
落
が
、　

集
落
と

27

増
え
た
。
交
付
金
単
価
は
、

　

ア
ー
ル
当
た
り
４
４
０
０

10円
で
あ
る
。
継
続
地
区
は
、

7
5
％
が
上
限
額
で
あ
る
。

最
低
が　

％
、　

ア
ー
ル
当

50

10

た
り
２
２
０
０
円
で
あ
る
。

活
気
を
取
り
戻
そ
う

商
店
街
担
い
手
支
援

事
業
費
１
０
０
万
円

と
、
商
工
会
割
増
商
品
券
を

合
体
し
た
運
営
は
で
き
な

い
の
か
。

商
品
券
の
割
増
率
は
、

今
ま
で
は
１
割
だ
っ

た
が
、
こ
れ
を
２
割
、
さ
ら

に
は
プ
レ
ミ
ア
ム
と
い
う
こ

と
で
、
商
店
独
自
の
発
案
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
や
、
取
り
扱

い
店
を
ど
う
す
る
か
を
詰
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
る
ご
と
市
で
、
商
品
券
を

販
売
す
る
と
か
、
今
後
、
商

工
会
や
商
店
の
方
と
話
し
を

進
め
て
い
き
た
い
。

放
射
能
は
大
丈
夫
で
す

県
北
の
農
家
が
、
放

射
能
の
風
評
被
害
で

　

年
度
産
米
の
契
約
が
取

24れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
本

町
で
は
そ
の
よ
う
な
事
例

が
あ
る
の
か
。

本
町
で
は
、
米
を
始

め
、
菌
床
マ
イ
タ
ケ
、

そ
ば
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ト
マ
ト
、

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
大
麦
、
大

豆
、
全
て
不
検
出
で
あ
る
。

検
出
さ
れ
た
事
例
な
い
。

今
後
も
安
心
・
安
全
に
努
め

て
い
き
た
い
。

冬
で
も
使
え
る
よ
う
に

冬
期
間
の
公
園
の
ト

イ
レ
の
使
用
は
、
今

ま
で
よ
り
大
分
改
善
さ
れ

た
が
、
い
ま
だ
に
ベ
ニ
ヤ
を

張
っ
て
使
え
な
い
所
が
あ

る
。
今
後
の
対
応
は
。

ベ
ニ
ヤ
を
張
っ
て
い

る
ト
イ
レ
は
、
地
震

で
壊
れ
た
の
で
修
繕
す
る

予
定
で
あ
る
。
冬
期
間
で

も
利
用
さ
れ
る
方
が
増
え

て
い
る
の
で
、
改
善
に
向
け

て
努
力
し
て
い
く
。

早
く
直
し
て
ね

災
害
で
認
定
を
受
け

た
所
は
道
路
修
繕
を

進
め
て
い
る
が
、
小
さ
な
災

害
の
部
分
は
、
今
後
、
ど
う

対
応
し
て
い
く
の
か
。

小
さ
な
破
損
で
査
定

で
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
所
は
、
随
時
発
注
を
行
っ

て
い
る
。
橋
の
段
差
や
亀

裂
な
ど
の
修
繕
を
３
月
中

に
は
発
注
し
て
、
全
て
修
繕

す
る
予
定
で
あ
る
。

地
域
に
出
向
い
て
説
明
を

合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
で
、
補
助
制
度
の

お
知
ら
せ
を
配
付
し
て
い

る
が
、
上
下
水
道
課
で
地
域

に
足
を
運
び
、
説
明
し
て
い

る
の
か
。

合
併
浄
化
槽
の
整
備

率
が
、
吉
田
地
区
は

大
分
遅
れ
て
い
る
の
で
、
各

地
区
の
区
長
さ
ん
と
協
議

を
し
て
、
Ｐ
Ｒ
文
書
を
配
付

す
る
。
個
別
の
相
談
に
も

応
じ
る
。

問答

答

問

答

答

答

問答問

答問

問

問答問答

スポーツの中核、総合運動公園

問

安心して食べてけさい～ん
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新年度予算質疑、
各課を問う

保健福祉 課、教育総務 課 に問う
社会文教常任委員会 代表　 堀 　 籠 　 日  出  子 

ほり ごめ ひ で こ

原阿佐緒ゆかりの歌の小径

そ
の
場
所
で
大
丈
夫
？

新
体
育
館
を
計
画

地
に
建
て
た
場
合
、

駐
車
場
も
無
く
な
り
、
校

庭
も
狭
く
な
る
。
予
定
通

り
の
計
画
で
建
設
を
進
め

る
の
か
。
ま
た
、
財
産
区

有
地
に
校
庭
を
広
げ
て
は
。

建
設
予
定
地
は
、
校

庭
の
一
角
に
あ
る

も
の
の
、
校
舎
の
す
ぐ
隣

と
い
う
こ
と
で
生
徒
の
授

業
で
の
移
動
が
便
利
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
現
計
画
で

建
設
を
進
め
て
い
く
。

更
地
で
あ
っ
た
所
に
建
物

問答

を
建
設
す
る
こ
と
で
、
圧

迫
感
が
あ
り
狭
く
感
じ
る

と
思
う
が
、
校
庭
を
狭
め

て
の
建
設
で
は
な
い
。
駐

車
場
も
新
体
育
館
の
西
隣

に
整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

学
校
の
東
側
に
あ
る
財

産
区
有
地
へ
の
校
庭
拡
張

は
、
多
額
の
経
費
と
時
間

を
要
す
る
の
で
、
現
時
点

で
は
難
し
い
。

宮
床
歌
の
小
径
遊
歩
道
修
繕

現
在
、
遊
歩
道
は
湿

地
の
上
を
通
し
て

お
り
、
設
置
か
ら　

年
位

12

で
改
修
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
で
あ
る
。
同

じ
ル
ー
ト
、
同
じ
材
料
で

修
繕
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

ま
た　

年
位
で
修
繕
し
な

10

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
湿
気

に
強
い
木
を
使
う
と
か
、

ル
ー
ト
の
変
更
は
で
き
な

い
の
か
。

遊
歩
道
の
木
橋
は
、

湿

地

の

上

に

か

か
っ
て
お
り
、
水
生
植
物

や
湿
地
植
物
を
見
な
が
ら
、

問答

歌
を 
詠 
む
こ
と
が
で
き
る

よ

景
観
に
し
て
い
る
。
湿
気

に
強
い
木
を
使
っ
た
修
繕

の
工
法
を
行
っ
た
場
合
、

橋
全
体
の
重
量
も
増
え
る

と
と
も
に
、
再
利
用
が
可

能
な
部
分
ま
で
も
新
た
な

物
に
交
換
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
、
撤
去
し

た
処
分
費
も
加
算
さ
れ
工

事
費
が
増
加
す
る
。
現
在

の
景
観
を
損
な
わ
な
い
よ

う
配
慮
し
な
が
ら
、
利
用

可
能
な
部
分
は
活
用
し
、

最
小
限
の
工
事
費
に
と
ど

め
た
い
。 

迂  
回  
路 
も
視
野

う 
か
い 
ろ

に
入
れ
検
討
し
た
い
。

30 年の思い出がつまった体育館
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産業振興課、都市建設課、上下水道課 に問う
産業建設常任委員会 代表　 浅 　 野 　 正 　 之 

あさ の まさ ゆき

観
光
協
会
の
一
本
化
を

町
内
に
は
観
光
協

会
が
２
団
体
あ
る

が
、
町
全
体
の
基
軸
と
な

る
組
織
は
な
い
に
等
し
い
。

今
後
、
一
本
化
を
図
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

町
内
の
観
光
協
会

は
、
宮
床
地
区
の

「
七
ッ
森
観
光
協
会
」、

吉
田
地
区
の
「
吉
田
観
光

協
会
」、
町
全
体
の
「
大
和

町
観
光
物
産
協
会
」
が
あ

る
。「
大
和
町
観
光
物
産

協
会
」
は
、
お
立
ち
酒
全

問答

国
大
会
、
ま
る
ご
と
フ
ェ

ア
、
地
場
産
品
の
販
売
や

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
。

「
七
ッ
森
観
光
協
会
」
は

宮
床
地
区
内
の
自
然
景
観

や
歴
史
、
文
化
史
跡
の
紹

介
や
保
護
、
整
備
・
継
承

を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
。

　

３
団
体
と
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
目
的
が
あ
り
、
一
概

に
一
本
化
と
い
う
の
は
課

題
が
あ
る
。
今
後
と
も
各

団
体
と
連
携
を
図
っ
て
観

光
振
興
を
進
め
て
い
く
。

町
営
住
宅
使
用
料

収
納
対
策
は
万
全
か

公
営
住
宅
の
使
用

料
は
、
滞
納
処
分
は

で
き
な
い
が
、
強
制
執
行

は
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

効
果
的
な
収
納
率
の
向
上

策
は
。町

で
は
、
１
か
月
分

の
住
宅
使
用
料
が

未
納
だ
っ
た
場
合
、
督
促

状
を
出
し
て
納
付
を
促
し

て
い
る
。
３
か
月
の
滞
納

が
あ
っ
た
場
合
は
、
保
証

人
に
も
納
付
書
を
送
付
し

納
付
を
促
し
て
い
る
。
未

納
者
に
対
し
て
は
、
職
員

が
訪
問
指
導
を
し
て
未
納

対
策
を
強
化
し
て
い
る
。

今
年
２
月
末
で
の
滞
納
額

は　

件
、
４
４
３
万
２
千

12
円
で
、
全
て
の
滞
納
者
が

分
納
を
含
め
納
付
に
応
じ

て
い
る
。

　

収
納
率
の
向
上
は
、
未

納
者
に
対
し
、
強
制
執
行

の
手
続
き
と
根
拠
法
令
の

説
明
を
し
て
、
未
納
額
の

縮
減
に
向
け
た
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

問答

安
定
し
た
生
活
用
水
の

提
供
を
せ
よ

企
業
や
家
庭
の
生

活
用
水
の
安
定
供

給
を
図
る
た
め
の
、
水
道

網
の
整
備
は
大
丈
夫
か
。

本
町
の
水
道
事
業

は
、
昭
和　

年
に
給

45

水
開
始
を
し
て
か
ら　

年
40

が
経
過
し
て
い
る
。
そ
の

後
、
給
水
区
域
の
拡
張
と

水
道
管
の
整
備
を
行
い
、

現
在
の
水
道
管
の
延
長
は

２
３
２　

に
な
っ
て
い
る
。

km

水
道
管
の
布
設
か
ら
相
当

の
年
月
が
経
過
し
て
い
る

こ
と
か
ら
漏
水
事
故
が
発

生
し
、
断
水
に
よ
り
住
民

生
活
と
企
業
活
動
に
不
可

欠
な
水
道
水
の
安
定
供
給

に
支
障
を
き
た
す
状
況
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
被
害
を
回
避
す
る
た
め
、

優
先
順
位
を
設
け
、
計
画

的
に
整
備
を
進
め
て
い
る
。

問答

いや～、うまいなぁ～

にぎわうお立酒大会と産業まつり
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法
の
定
め
に
よ
り
管
理
を

し
て
い
る
。

　

質
問
が
あ
っ
た
「
全
体

を
把
握
で
き
る
も
の
」
は
、

財
政
計
画
の
策
定
や
事
業

計
画
に
必
要
と
考
え
る
。

本
町
で
取
り
組
ん
で
い
る
、

新
地
方
公
会
計
制
度
に
基

づ
い
た
財
産
台
帳
を
基
礎

と
し
て
、
研
究
し
た
い
。

答

総務まちづくり課、財政課、税務課、環境生活課 に問う
総務常任委員会 代表　 伊 　 藤 　　

い とう

 勝 
まさる

定
年
退
職
者
増

　

職
員
研
修
を
充
実
せ
よ

今
後
４
年
間
で　
43

名
の
職
員
が
退
職

す
る
。
職
員
の
人
材
育
成

が
急
務
と
思
う
が
。

団
塊
の
年
代
の
職

員
が
あ
と
数
年
で

退
職
し
、
管
理
職　

名
は
、

20

平
成　

年
度
ま
で
に
全
て

27

が
退
職
す
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
職
員
の
育
成
が
急

務
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
、
職
員
の
意
識
改

問答

革
、
資
質
向
上
を
図
り
、

行
政
運
営
や
人
事
管
理
・

人
材
育
成
能
力
を
向
上
さ

せ
る
。
ま
た
、
職
員
の
階

層
に
応
じ
た
研
修
を
し
、

管
理
職
の
能
力
向
上
、
政

策
決
定
能
力
の
養
成
、
中

堅
職
、
初
級
職
も
そ
れ
ぞ

れ
の
職
種
に
あ
っ
た
専
門

性
・
階
級
性
に
応
じ
た
研

修
を
実
施
す
る
。

町
民
バ
ス
、
古
す
ぎ

現
在
の
町
民
バ
ス
は

　

年
以
上
が
経
っ
て
、

10

老
朽
化
し
て
い
る
。
町
民

が
乗
り
た
く
な
る
よ
う
な

バ
ス
の
更
新
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
利
用
者

が
増
大
す
る
よ
う
な
路
線

を
再
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
。現

在
、
町
で
は
４
台

の
バ
ス
を
保
有
し
て

お
り
、　

年
以
上
、
使
用
し

10

て
い
る
。
町
民
バ
ス
は
、
町

内
９
路
線
を
月
曜
日
か
ら

土
曜
日
の
週
６
日
間
運
行

し
て
い
る
。
年
間
利
用
者

（　

年
度
）
は
１
万
９
２
８

22
４
人
で
１
日
平
均　

人
が

60

利
用
し
て
い
る
。

　

平
成　

年
度
か
ら
運
用

25

さ
れ
る
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル

事
業
に
向
け
、
運
行
経
路
や

停
留
所
、
さ
ら
に
は
デ
マ
ン

ド
バ
ス
方
式
に
よ
る
形
態

を
検
討
し
、
実
施
し
て
い
く
。

地
域
住
民
の
要
望
、
意
見
を

聞
き
、
運
行
を
し
て
い
く
。

問答

デ
マ
ン
ド
バ
ス
方
式
と
は
？

　

利
用
者
の
要
求
に
対
応

し
て
、
バ
ス
の
運
行
を
す

る
形
態
の
こ
と
で
す
。

財
産
管
理
台
帳
を
整
備
せ
よ

公
共
施
設
の
財
産
、

普
通
財
産
は
財
政

課
、
行
政
財
産
は
関
係
課

で
管
理
し
て
い
る
が
、
全

体
を
把
握
で
き
る
財
産
管

理
台
帳
の
整
備
が
必
要
と

思
う
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

効
果
的
な
修
繕
計
画
に
結

び
つ
く
と
思
う
が
。

地
方
公
共
団
体
の

財
産
は
、
地
方
自
治

問

ご苦労様でした（24年 3月で退職された方々）

沢山ある町の財産
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認　

定

租
税
に
は
三
つ
の
機
能
が
あ
る
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
費
用

調
達
機
能
、
福
祉
国
家
の
も
と
で
持
て
る
者
か
ら
持
た
ざ

る
者
に
富
を
再
分
配
す
る
機
能
、
景
気
の
調
整
機
能
で
あ

る
。

　

今
回
の
予
算
で
、
企
業
立
地
奨
励
金
が
５
億
2
5
0
0

万
円
あ
る
。
世
界
的
企
業
で
投
資
余
力
が
あ
る
企
業
に
、

そ
う
い
う
こ
と
を
や
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
も
ち
ろ
ん
、

税
金
と
し
て
町
の
収
入
が
増
え
る
見
込
み
は
あ
る
。
し
か

し
、
後
期
高
齢
者
の
方
々
の
保
険
料
の
見
直
な
ど
を
行
っ

て
お
り
、
予
算
編
成
に
つ
い
て
疑
問
を
も
つ
こ
と
か
ら
反

対
す
る
。

採
決
、
そ
の
前
に

討 
論
（
一
般
会
計
予
算
）

　

議
会
傍
聴
に
来
ら
れ
た
方
に
、
傍
聴
さ
れ
て
の
ご
感
想

と
、
今
後
の
議
会
へ
期
待
す
る
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。

傍
聴
者
の
声

　

吉
岡
婦
人
会
の
活
動
の
中
に
議
会

傍
聴
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
３
月
で

ご
勇
退
さ
れ
る
議
員
さ
ん
が
大
勢
お

ら
れ
、
新
し
い
方
が
入
っ
て
く
る
と

い
う
事
を
、
お
聞
き
し
ま
し
た
。
新

体
制
の
議
会
に
期
待
し
ま
す
。

波間　妙子さん

　

今
回
の
議
会
で
ご
勇
退
さ
れ
る
議

員
さ
ん
も
沢
山
い
る
。
過
去
に
提
案

し
た
課
題
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と

い
う
総
括
的
な
質
問
が
あ
っ
て
大
変

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
の
議

会
活
性
化
に
期
待
し
ま
す
。

伊東　勇さん

　

地
区
の
事
を
一
番
身
近
に
感
じ
て

い
る
の
は
、
地
区
か
ら
出
て
い
る
議

員
さ
ん
な
の
で
、
議
員
さ
ん
は
必
要

だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
議
員
さ
ん
方

に
は
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

児玉　久子さん

　

一
般
質
問
を
傍
聴
す
る
の
は
２

回
目
な
ん
で
す
が
、
議
員
さ
ん
の
町

政
に
対
す
る
思
い
が
聴
け
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
期
待
す
る

事
は
、
町
の
発
展
に
対
す
る
姿
を
見

せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

浅野　洋子さん

一
般
会
計賛

成　

：
反
対
１

16

国
保
会
計賛

成　

：
反
対
０

17

介
護
保
険
会
計

賛
成　

：
反
対
１

16

宮
床
財
産
区
会
計

賛
成　

：
反
対
０

17

吉
田
財
産
区
会
計

賛
成　

：
反
対
０

17

落
合
財
産
区
会
計

賛
成　

：
反
対
０

17

奨
学
事
業
会
計

賛
成　

：
反
対
０

17

後
期
高
齢
者
会
計

賛
成　

：
反
対
１

16

下
水
道
会
計

賛
成　

：
反
対
０

17

農
業
集
落
排
水
会
計

賛
成　

：
反
対
０

17

戸
別
合
併
浄
化
槽
会
計

賛
成　

：
反
対
０

17

水
道
会
計賛

成　

：
反
対
０

17

平
成　

年
度
予
算

24

反
対　

藤
巻 
博
史 
議
員

　

企
業
誘
致
に
よ
り
本
町
の
人
口
が
２
万
６
１
０
０
人
を

超
え
た
。
企
業
立
地
奨
励
金
は
、
議
会
の
同
意
を
得
て
制

定
を
し
た
。
奨
励
金
が
増
額
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ

だ
け
多
く
の
企
業
が
本
町
に
進
出
を
し
て
、
税
収
が
そ
れ

に
伴
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
中
期
財
政
見
通
し
た
中
で

や
む
を
得
な
い
。
財
源
の
構
成
上
か
ら
、
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
他
の
事
業
が
圧
迫
さ
れ
る
こ
と
で
も
な
い
。
執
行

に
当
た
っ
て
は
効
率
的
な
執
行
を
期
待
し
、
賛
成
と
す
る
。

賛
成　

鶉
橋 
浩
之 
議
員
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一般質問 「ここが聞きたい、これを言いたい」

町政を問う
１2名の議員が、町長と教育長に質問

１. 中  山 　 和  広  議員
なか やま かず ひろ

吉岡西部地区の土地区画整理

事業の再計画を

他 2件（20ページ）

2. 鶉 
うずら

 橋 　 浩  之  議員
はし ひろ し

どうなる、準用河川明ヶ沢川

氾濫対策

他１件（21ページ）

3.  w 
たか

 平 
ひら

    聡  雄  議員
とし お

中心市街地の中心商店街の衰

退から　他 1件（22ページ）

4. 上  田 　 早  夫  議員
うえ だ はや お

団地の孤独死対策を今から検

討せよ（23ページ）

５. 堀  籠 　 日  出  子  議員
ほり ごめ ひ で こ

子育て応援スタッフ事業について

他 1件（24ページ）

７. 伊  藤 　　
い とう

 勝  議員
まさる

スポーツ観光振興の取り組み

について　他１件（26ページ）

８. 桜  井  辰  太  郎  議員
さくら い たつ た ろう

求められる「地域主権」について

他 1件（27ページ）

９. 松  川 　 利  充  議員
まつ かわ とし みつ

人材育成と人事評価について

（28ページ）

１0. 平 
ひら

 渡 　
わたし

 w 
たか

 志  議員
し

将来の交通体系整備は 

 他 1 件（29ページ）

１１. 浅  野 　 正  之  議員
あさ の まさ ゆき

施政方針から

（30ページ）

１2. 大  友 　 勝  衛  議員
おお とも かつ え

施政方針について

他 1件（31ページ）

６. 藤  巻 　 博  史  議員
ふじ まき ひろ し

吉岡南地域の表通りを明るく

他１件（25ページ）
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議
員　

質
問
に
対
し
、「
検
討

す
る
」
と
答
弁
さ
れ
た
次
の
件

に
対
す
る
検
討
結
果
は
。

�
町
営
住
宅
西
原
団
地
の
解
体

跡
地
を
地
域
住
民
に
開
放
せ
よ
。

�
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
た

め
の
相
談
・
援
助
付
き
町
営
住

宅
の
建
設
を
。

� 
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税

算
定
基
礎
を
見
直
せ
。

町
長　

�
西
原
町
営
住
宅
は
解

体
跡
地
が
バ
ラ
バ
ラ
で
、
ま
と

ま
っ
た
形
で
の
使
い
方
の
検
討

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

�
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
た

め
の
相
談
・
援
助
付
き
住
宅
は
、

木
造
町
営
住
宅
の
跡
地
利
用
の

検
討
を
す
る
中
で
考
え
た
い
。

�
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
基

礎
は
、
課
税
割
の
中
で
資
産
割

を
下
げ
れ
ば
、
所
得
割
を
上
げ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
中
・
低
所

得
層
の
負
担
増
に
つ
な
が
る
恐

れ
も
あ
り
、
算
定
基
礎
の
変
更

どうする、吉岡西部地区

軌
道
系
公
共
交
通
機
関
の
整
備
は

　
　

町
長　

交
通
体
系
の
整
備
拡
充
を
図
る

 中 　 山 　 和 　 広  議員
なか やま かず ひろ

「検討する」と答弁した結果は
　  町長　慎重に検討する

議
員　

第
四
次
総
合
計
画
に
記

し
て
い
る
、
軌
道
系
公
共
交
通

機
関
の
整
備
を
具
体
化
す
る
た

め
の
取
り
組
み
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

町
長　

み
や
ぎ
の
中
核
都
市
を
。

は
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
。

目
指
す
本
町
に
と
っ
て
、
高
速

性
や
定
時
性
に
優
れ
る
軌
道
系

交
通
機
関
の
整
備
を
長
期
目
標

に
捉
え
て
い
る
。
建
設
コ
ス
ト

や
利
用
可
能
エ
リ
ア
の
人
口
動

向
等
課
題
も
多
く
、
現
存
す

る
交
通
体
系
の
整
備
拡
充
を
図

り
な
が
ら
、
総
合
計
画
の
目
指

す
理
念
の
充
実
を
進
め
て
い
き

た
い
。

議
員　

宅
地
需
要
等
の
条
件
変

化
に
よ
り
、
平
成　

年
に
止
む

16

を
得
ず
事
業
を
休
止
と
し
た
吉

岡
西
部
地
区
を
、
企
業
誘
致
の

新
た
な
産
業
集
積
地
と
し
て
土

地
区
画
整
理
事
業
を
再
計
画
し

て
は
ど
う
か
。

町
長　

町
内
の
工
業
団
地
の
現

状
と
吉
岡
西
部
地
区
の
経
過
等

を
踏
ま
え
、
吉
岡
西
部
地
区
を

縦
断
す
る
予
定
の
県
道
大
衡
・

仙
台
線
の
整
備
計
画
の
進
展
や
、

企
業
の
立
地
動
向
等
も
見
な
が

ら
西
部
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
。

吉
岡
西
部
を

新
た
な
産
業
地
に

町
長　

企
業
の
立
地
動
向
を

　
　
　
 
見
守
る
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 鶉 
うずら

　 橋 　 浩 　 之   議員
はし ひろ し

議
員　

昨
年
４
月
か
ら
月
刊
文

藝
春
秋
に
、
茨
城
大
学
准
教
授

 
磯  
田  
道  
史 
氏
が
国
恩
記
に
ス

い
そ 

だ 

み
ち 
ふ
み

ポ
ッ
ト
を
当
て
「
新
代
表
的
日

本
人
、
穀
田
屋
十
三
郎
」
を
連

載
し
て
い
る
。
今
回
特
に
、
月

　

万
部
発
行
の
文
芸
誌
で
の
連

70載
紹
介
で
、
江
戸
幕
藩
体
制
の

時
代
、
大
変
希
少
な
民
に
よ
る

自
治
救
済
事
業
の
史
実
が
全
国

発
信
さ
れ
本
町
の
文
化
的
注
目

度
が
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
が
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
活
用

は
。
ま
た
、
著
者
の
保
存
伝
承

の
遺
言
か
ら
国
恩
記
や
関
連
資

料
の
文
化
財
保
護
政
策
上
の
位

置
づ
け
、
対
策
は
。

議
員　

以
前
か
ら
指
摘
し
て
き

た
、
準
用
河
川
「
明
ヶ
沢
川
」

の
氾
濫
に
よ
る
災
害
が
、
昨
秋

の
台
風　

号
で
も
繰
り
返
さ
れ

15

た
。
特
に
、
河
川
が
八
志
田
堰

用
水
路
に
合
流
す
る
構
造
要
因

と
、
吉
田
川
に
合
流
す
る
下
流

部
の
狭
少
未
装
工
に
よ
る
課
題

が
大
き
い
こ
と
は
承
知
の
と
お

り
だ
。
大
雨
の
度
に
氾
濫
を
繰

り
返
す
、「
明
ヶ
沢
川
」
に
関
係

す
る
住
民
は
不
安
を
お
ぼ
え
て

い
る
。
河
川
管
理
者
と
し
て
の

考
え
は
。

町
長　

前
回
の
質
問
に
対
し

「
局
や
県
と
協
議
を
し
て
い

る
」
と
答
え
た
が
、
昨
年
の
震

災
に
よ
り
協
議
を
見
送
っ
た
。

準用河川「 明  ヶ  沢  川 」氾濫対策は
みょう が さわ がわ

  町長　事業化に向け、国や県と協議

　

現
在
、
昨
年
発
生
の
台
風　
15

号
の
復
旧
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
今
後
、
氾
濫
要
因
と
さ
れ

て
い
る
準
用
河
川
と
八
志
田
堰

用
水
路
の
関
係
や
、
下
流
部
の

狭
小
未
装
工
部
分
へ
の
影
響
の

調
査
を
行
い
、
事
業
化
に
向
け

て
局
や
県
と
協
議
し
て
い
く
。

教
育
長　

国
恩
記
は
小
学
校
の

副
読
本
に
掲
載
し
、
偉
業
を
分

か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。

平
成　

年
九
品
寺
に
顕
彰
碑
が

15

建
立
さ
れ
、
さ
ら
に
町
民

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
も
紹
介
し
た
。

本
年
５
月
、
磯
田
道
史
氏
を
招

き
、
国
恩
記
の
講
演
会
を
開
催

す
る
企
画
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ビ
デ
オ
等
で
の
紹
介

も
検
討
し
て
い
る
。
保
存
伝
承

は
、
資
料
は
仙
台
市
博
物
館
で

保
管
さ
れ
、
町
の
貴
重
な
資
料

と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
後
世

へ
伝
え
る
か
協
議
す
る
。

国
恩
記
を
ど
う
活
か
す

  
教
育
長　

５
月
に
著
者
磯
田
氏
招
き
講
演
会

国恩記を紹介している副読本
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議
員　

町
の
総
合
計
画
「
み
や

ぎ
の
中
核
都
市
・
大
和
」
の
策

定
時
に
中
心
市
街
地
基
本
構
想

検
討
委
員
会
か
ら
提
言
を
受
け

て
か
ら
中
心
商
店
街
は
以
前
と

比
べ
ど
う
変
化
し
た
の
か
。

　

シ
ャ
ッ
タ
ー
が
降
り
た
ま
ま

の
店
舗
や
人
影
の
ま
ば
ら
な
通

り
か
ら
、
私
に
は
商
店
街
が
衰

退
し
続
け
て
い
る
よ
う
に
見
え

て
し
ま
う
。
行
政
と
し
て
果
た

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
役
割
が

あ
る
は
ず
だ
が
考
え
を
問
う
。

町
長　

卸
・
小
売
販
売
の
事
業

所
数
は
、
平
成
３
年
は
３
０
１

件
、
平
成　

年
は
２
７
１
件
と

14

減
少
し
て
お
り
、
そ
の
後
、
土

地
区
画
整
理
事
業
等
の
関
係
か

ら
平
成　

年
は
２
８
２
件
と
若

21

干
増
加
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
内
、

中
心
商
店
街
の
空
き
店
舗
は
約

　

店
で
中
心
商
店
街
全
体
（
１

40

議
員　

行
政
を
執
行
す
る
に
当

た
り
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、

企
業
会
計
、
及
び
、
黒
川
地
域

行
政
事
務
組
合
会
計
で
の
そ
れ

ぞ
れ
の
借
金
額
、
総
合
計
額
、

人
口
一
人
当
た
り
額
、
そ
し
て

将
来
見
通
し
（
増
減
）
は
。

町
長　

起
債
の　

年
度
末
残
高

23

見
込
額
は
、
一
般
会
計
で　

億
77

６
千
６
百
万
円
、
下
水
道
会
計

　

億
８
千
７
百
万
円
、
農
業
集

55落
排
水
特
別
会
計
６
億
８
千
８

百
万
円
、
戸
別
合
併
浄
化
槽
特

別
会
計
１
億
２
千
万
円
、
水
道

事
業
会
計　

億
８
千
百
万
円
、

13

合
計
１
５
５
億
４
千
百
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
残

がんばろう商店街

大
和
町
の
借
金
は
ど
の
位
か

　
 
町
長　

町
民
一
人
当
た
り　

万
３
千
円

68

中心商店街は「地域の顔」

町長　商店の底力を発揮いただく

 d 
たか

　 平 　 聡 　 雄   議員
ひら とし お

５
０
店
舗
）
の
４
分
の
１
を
占

め
て
い
る
が
、
空
き
店
舗
の
貸

し
出
し
物
件
は
１
件
と
な
っ
て

い
る
。

　

計
画
策
定
か
ら
３
年
経
過
し

て
イ
ベ
ン
ト
等
の
客
数
は
あ
る

が
日
常
の
人
出
が
増
加
す
る
ま

で
に
至
っ
て
い
な
い
。

　

中
心
商
店
街
の
活
性
化
方
策

は
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト
面
の
両

面
か
ら
の
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
り
、
も
う
一
度
足
を
運
び
た

く
な
る
よ
う
な
施
策
を
商
業
関

係
者
と
連
携
し
、
誘
客
に
努
め

て
い
く
。

高
は
、
一
般
会
計
で
９
億
１
千

４
百
万
円
、
病
院
事
業　

億
４

31

千
６
百
万
円
、
合
計　

億
６
千

４０

百
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
本
町

負
担
割
合
で
按
分
す
る
と　

億
23

９
百
万
円
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
平
成　

年
1
月

24

末
人
口
用
い
る
と
、
一
人
当
た

り
額
は　

万
３
千
円
と
な
る
。

68
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 上 　
うえ

 田 
だ

　 早 　 夫  議員
はや お

孤
独
死
対
策
を
検
討
せ
よ

　
 
町
長　

高
齢
者
世
帯
の
安
否
確
認
を
充
実
さ
せ
る

議
員　

先
日
、
団
地
内
の
ア

パ
ー
ト
を
訪
問
し
た
。
入
口
に

表
札
が
な
い
の
で
隣
人
に
名
前

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
分
か
ら

な
い
」
と
の
返
事
だ
っ
た
。
隣

り
近
所
の
付
き
合
い
も
な
い
様

子
で
あ
り
、
大
都
会
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
想
い
浮

か
べ
た
。
都
会
で
は
、
地
区
に

よ
り
こ
の
種
の
問
題
に
取
り
組

み
始
め
て
い
る
の
で
、
本
町
で

も
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　

近
年
は
、
少
子
高
齢
化

の
時
代
と
な
り
、
特
に
団
塊
の

世
代
が
現
役
を
去
り
つ
つ
あ
る
。

　

昨
今
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん

の
時
代
変
化
、
経
済
変
化
に
対

応
す
る
捉
え
方
も
大
き
く
変

わ
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
る
。

　

も
み
じ
ケ
丘
団
地
も　

年
経

25

ち
、
町
で
も
時
代
に
沿
っ
た
施

策
等
を
行
い
な
が
ら
対
応
し
て

き
た
。

　

孤
独
死
対
策
も
高
齢
者
施
策

と
し
て
実
施
し
、
と
な
り
ぐ
み

活
き
生
き
サ
ロ
ン
、
各
種
高
齢

者
教
室
等
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

通
し
て
参
加
活
動
を
促
し
て
き

た
。
来
年
度
か
ら
「
お
元
気
訪

問
員
」
を
増
員
し
、
行
政
区
長
、

民
生
委
員
等
と
連
携
し
た
、
一

人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
へ
の

安
否
確
認
を
充
実
さ
せ
る
。
地

域
に
お
い
て
も
千
葉
県
常
盤
平

団
地
の
よ
う
な
「
向
こ
う
３
軒

両
隣
あ
い
さ
つ
運
動
」
が
定
着

す
る
よ
う
誘
導
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

高
齢
者
対
策
は
、
も
み
じ
ケ

丘
団
地
の
み
な
ら
ず
、
町
全
体

の
課
題
な
の
で
、
医
療
・
福
祉
、

生
涯
学
習
も
含
め
、「
元
気
」

「
長
寿
」
に
つ
な
が
る
よ
う
従

来
の
施
策
を
見
直
し
な
が
ら
時

代
に
合
っ
た
施
策
を
展
開
す
る

よ
う
研
究
し
て
い
く
。

誕生してから 25年が経過した、もみじヶ丘団地
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議
員　

生
涯
学
習
講
座
・
教
室

は
、
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で

各
年
代
層
の
方
が
参
加
で
き
る

事
業
で
、
受
講
者
数
は
年
々
増

加
傾
向
に
あ
る
。

　

し
か
し
、
受
講
者
に
は
育
児

中
の
方
の
参
加
が
少
な
い
。
育

児
が
理
由
で
参
加
で
き
な
い
の

で
は
な
い
か
。

教
育
長　

育
児
を
理
由
に
、
受

講
を
断
念
し
て
い
る
方
の
数
は

把
握
し
て
い
な
い
。

議
員　

学
校
行
事
等
も
含
め
、

各
行
事
へ
の
参
加
時
に
、
子
ど

も
を
見
て
く
れ
る
「
子
育
て
応

援
ス
タ
ッ
フ
」
事
業
を
進
め
て

は
。

教
育
長　
　

年
度
か
ら
「
協
働

23

教
育
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事

業
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今

年
１
月
に
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
、

議
員　

敬
老
会
は
、
長
年
に
わ

た
り
社
会
に
貢
献
さ
れ
た
高
齢

者
に
対
し
、
敬
意
を
表
し
、
長

寿
を
祝
福
す
る
事
業
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
後
、
ま
す
ま
す
高

齢
者
数
が
増
加
す
る
中
、
こ
れ

ま
で
の
敬
老
会
事
業
を
見
直
す

必
要
が
あ
る
と
感
じ
る
。

　

敬
老
者
対
象
年
齢
を
引
き
上

げ
て
は
。

町
長　

年
齢
の
引
き
上
げ
も
含

め
、
開
催
方
法
な
ど
、
敬
老
会

の
あ
り
方
を
区
長
・
関
係
者
の

意
見
を
参
考
に
検
討
す
る
。

議
員　

現
在　

歳
以
上
の
方
々

80

に
５
５
０
０
円
を
祝
い
金
と
し

て
支
給
し
て
い
る
が
、
祝
い
金

の
支
給
方
法
は
。

町
長　

県
内
で
は
、
名
取
市
を

は
じ
め
４
市
町
村
で　

歳
以
上

80

の
方
に
祝
い
金
を
支
給
し
て
い

る
。
そ
の
他
の
市
町
村
で
は
、

　

歳
（
喜
寿
）、　

歳
（
米
寿
）、

77

88

　

歳
（
白
寿
）
な
ど
節
目
の
年

99に
支
給
し
て
い
る
傾
向
が
多
く

見
ら
れ
る
。

　

祝
い
金
も
敬
老
会
の
開
催
と

あ
わ
せ
て
検
討
し
た
い
。

学校業事で一時預り（吉田小学校）

敬
老
会
事
業
の
見
直
し
を

　
　

町
長　

関
係
者
の
意
見
を
聞
き
、検
討
す
る

子育て応援スタッフ事業を

　　　　　　　実施せよ

教育長　実施可能か調査し、検討

 堀 　 籠 　 日  出  子  議員
ほり ごめ ひ で こ

保
育
士
、
保
健
師
等
で
構
成
さ

れ
た
「
家
庭
教
育
サ
ポ
ー
ト

チ
ー
ム
」
を
設
立
し
た
。
家
庭

教
育
の
相
談
や
情
報
交
換
の
場
、

地
域
の
人
材
を
活
用
し
た
子
ど

も
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
の
提
供

を
活
動
目
標
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
活
用
し
な
が
ら
、

各
講
座
や
学
校
行
事
で
一
時
預

か
り
に
対
し
て
の
調
査
を
行
い
、

今
後
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
可

能
か
検
討
す
る
。
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 藤 　 巻 　 博 　 史  議員
ふじ まき ひろ し

吉
岡
南
地
区
が
暗
い

　
　

町
長　

防
犯
灯
の
増
設
を
行
う

議
員　

吉
岡
南
２
丁
目
、
３
丁

目
間
の
道
路
が
暗
い
。
西
柿
木

〜
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル
の
６
０
０

ｍ
で
、
灯
り
は
交
差
点
の
照
明

を
含
め
て
４
カ
所
５
個
で
は
少

な
い
。

　

ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル
横
も
、
２

０
０
ｍ
で
１
個
で
は
暗
い
。
そ

の
他
、
表
通
り
で
暗
い
所
が
見

受
け
ら
れ
る
。
通
学
児
童
も
増

え
る
と
思
わ
れ
る
。
増
設
が
必

要
で
は
な
い
か
。
管
理
の
主
体

は
ど
こ
か
。
増
設
の
計
画
は
。

議
員　

昨
年　

月
、
吉
岡
南
３

11

丁
目
の
山
崎
ピ
ア
ノ
教
室
前
で
、

小
学
生
と
軽
自
動
車
の
人
身
事

故
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
じ
交

差
点
で
は
事
故
が
多
い
と
聞
く
。

事
故
が
多
い
原
因
は
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
か
。

対
策
は
。

町
長　

事
故
の
原
因
は
、
団
地

内
の
道
路
の
た
め
、
家
屋
等
で

見
通
し
が
悪
い
こ
と
や
、
町
道

天
皇
寺
柿
木
線
が
西
側
か
ら
交

差
点
に
向
か
っ
て
、
緩
や
か
な

左
カ
ー
ブ
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
対
策
と
し
て
、

一
時
停
止
や
左
右
の
安
全
確
認

を
促
す
た
め
、
交
通
安
全
看
板

等
の
設
置
を
検
討
し
ま
し
た
が
、

歩
道
が
1
・
5
ｍ
と
歩
行
者
の

妨
げ
に
な
る
こ
と
か
ら
、
車
道

へ
の
路
面
表
示
を
行
い
、
広
報

紙
や
交
通
安
全
協
会
を
通
じ
て

地
区
に
周
知
し
、
交
通
事
故
防

止
に
努
め
る
。

同じ交差点で事故多発！
　　　　　　　　対策は

  町長　交通安全を住民に周知

気をつけて通ろうね

町
長　

管
理
主
体
は
町
で
あ
る
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
２
基
の
増
設
要
望

が
あ
り
、
工
事
を
発
注
し
、
間

も
な
く
設
置
さ
れ
る
。
ま
た
、

吉
岡
南
１
丁
目
と
２
丁
目
の
間

の
道
路
に
は　

基
、
新
設
す
る

13

こ
と
で
工
事
発
注
を
し
て
い
る
。

熊
野
堂
公
園
付
近
も　

年
度
に

24

６
基
の
防
犯
灯
を
設
置
す
る
。

交通事故 
多発 

まほろば 
ホール 

JA

南公園 
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 伊 　 藤 　　　
い とう

 勝  議員
まさる

議
員　

多
く
の
自
治
体
が
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
活
性
化

に
高
い
関
心
を
持
ち
、
従
来
の

健
康
や
教
育
と
い
っ
た
効
果
に

加
え
、
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
関
連

産
業
振
興
と
い
っ
た
、
経
済
的

な
効
果
を
目
的
と
す
る
自
治
体

が
増
え
つ
つ
あ
る
。「
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
と
そ
の

効
果
」
を
求
め
る
自
治
体
が
、

今
後
、
さ
ら
に
増
加
す
る
と
予

想
す
る
。
本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
観

光
振
興
の
取
り
組
み
を
聞
く
。

町
長　

本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
の
拠

点
で
あ
る
総
合
運
動
公
園
の
自

転
車
競
技
場
で
は
、
全
国
か
ら

多
く
の
大
学
が
毎
年　

日
間
に

20

わ
た
り
合
宿
し
て
お
り
、
町
内

の
旅
館
を
利
用
し
て
い
る
。
ま

た
、
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
や
、
ク
リ
テ
リ
ウ
ム
み
や
ぎ

議
員　

県
は
、
放
射
能
被
害
対

策
の
基
本
方
針
を
決
定
し
た
。

３
月
中
に
具
体
的
な
実
施
計
画

を
策
定
し
、
新
年
度
か
ら
実
施

す
る
。「
今
後
５
年
以
内
に
、

追
加
被
ば
く
線
量
を
、
年
間
１

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
に
す

る
」
と
の
目
標
を
設
定
し
た
。

農
産
物
や
食
品
の
安
全
性
確
保

の
一
環
と
し
て
、
全　

市
町
村

35

に
放
射
性
物
質
濃
度
の
簡
易
測

定
器
を
無
償
で
配
備
。
住
民
が

持
ち
込
ん
だ
食
品
な
ど
の
検
査

に
応
じ
る
。
生
産
段
階
か
ら
の

点
検
に
も
留
意
し
、
農
産
物
の

放
射
性
物
質
濃
度
を
低
下
さ
せ

る
た
め
の
技
術
支
援
も
行
う
。

本
町
の
取
り
組
み
は
。

町
長　

放
射
能
測
定
器
は
当
初
、

県
が
購
入
し
市
町
村
へ
貸
す
と

の
方
針
だ
っ
た
が
、
消
費
者
庁

の
貸
与
事
業
を
活
用
す
る
こ
と

に
な
り
、
貸
与
申
請
を
行
い
、

貸
与
が
決
定
し
て
い
る
。
測
定

器
の
配
備
は
５
月
末
な
の
で
、

農
産
物
等
の
測
定
体
制
を
整
え
、

町
民
の
不
安
の
解
消
と
安
全
・

安
心
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
。 気合十分、新記録目指して

大
丈
夫
？
放
射
能
被
害
対
策

　
　

町
長　

測
定
器
の
設
置
は
5
月
末

スポーツ観光振興に取り組め

町長　今後も支援していく

は
、
東
北
地
方
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
関
東
地
方
か
ら
の
参
加

者
も
多
数
来
ら
れ
る
。
総
合
体

育
館
で
は
、
み
ち
の
く
メ
ン
ズ

ア
ン
ド
レ
デ
ィ
ー
ス
イ
ン
デ
ィ

ア
カ
大
会
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大

会
、
中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
東

北
親
善
大
和
大
会
な
ど
、
多
人

数
が
集
ま
る
各
種
大
会
が
開
催

さ
れ
て
い
る
。
平
成　

年
度
に
、

24

第　

回
日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

37
リ
ー
グ
戦
を
誘
致
す
る
予
定
で

あ
る
。
今
後
と
も
、
ス
ポ
ー
ツ

観
光
振
興
を
支
援
し
て
い
く
。
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 桜 
さくら

　 井 　 辰  太  郎  議員
い たつ た ろう

求
め
ら
れ
る「
地
域
主
権
」

町
長 
み
や
ぎ
の
中
核
都
市
・
大
和
を
目
指
す

議
員　

地
域
主
権
を
ど
う
進
め

る
か
、
町
長
の
戦
略
を
問
う
。

町
長　

本
町
が
目
指
す
の
は
、

「
み
や
ぎ
の
中
核
都
市
・
大
和
」

で
あ
る
。
個
性
豊
か
で
、
活
力

に
満
ち
た
地
域
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
自
ら
の
地
域
の

こ
と
は
自
ら
の
意
思
で
決
定
し
、

そ
の
財
源
・
権
限
と
責
任
も
自

ら
持
つ
こ
と
が
、
地
域
主
権
型

社
会
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
企
業
誘
致
に
力
点

を
置
き
、
安
定
し
た
財
源
を
確

保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

議
員　

町
民
が
安
全
・
安
心
し

て
暮
ら
す
た
め
に
、
議
会
と
首

長
が
両
輪
で
「
地
域
主
権
の
確

保
」
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
が
、
町
長
の
考
え
を

聞
く
。

町
長　

首
長
も
議
員
も
住
民
の

代
表
と
し
て
施
策
や
行
動
、
予

算
の
適
性
化
を
違
う
立
場
か
ら

注
視
し
、
住
民
の
福
祉
向
上
と

地
域
の
発
展
の
た
め
に
、
間

違
っ
た
方
向
に
進
ま
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
責
務
で
あ
る
。

今
後
も
、
お
互
い
の
立
場
で
意

見
を
主
張
し
、
住
民
の
意
思
が

反
映
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
く
。

議
員　

本
町
の
防
災
教
育
、
地

震
対
策
は
十
分
な
の
か
。

教
育
長　

児
童
・
生
徒
の
命
を

預
か
る
者
の
責
任
の
重
さ
を
改

め
て
感
じ
て
い
る
。
町
内
の
各

小
・
中
学
校
で
は
、
防
災
計
画

に
基
づ
き
、
避
難
訓
練
を
行
っ

て
き
た
が
、
今
回
の
大
震
災
を

経
験
し
、
十
分
で
な
い
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
児
童
・
生
徒
の
引

渡
し
や
避
難
の
仕
方
を
中
心
に

見
直
し
を
図
り
、
県
が
今
後
、

学
校
安
全
の
指
針
と
し
て
策
定

す
る
、「
み
や
ぎ
学
校
安
全
基

本
指
針
（
仮
称
）」
を
参
考
に
、

更
な
る
防
災
教
育
の
充
実
に
努

め
て
い
く
。

議
員　

津
波
か
ら
命
を
守
る
防

災
教
育
の
実
施
を
せ
よ
。

教
育
長　

校
外
学
習
で
海
岸
へ

出
か
け
る
場
合
は
、
緊
急
連
絡

網
の
調
整
等
を
行
っ
て
き
た
。

今
後
は
、
防
災
教
育
の
中
で
、

児
童
・
生
徒
に
地
震
と
津
波
の

関
係
、
津
波
の
特
性
や
恐
ろ
し

さ
な
ど
を
、
被
災
者
の
体
験
談

や
報
道
等
の
記
録
を
使
っ
て
伝

え
る
。
ま
た
、
避
難
の
重
要
性

地震に対しての教育は万全か

 教育長　防災計画の見直し行い、

　　　　　　　防災教育を進める

守ろう、いのち

や
避
難
の
方
法
も
指
導
し
て
い

く
。

議
員　

防
災
に
対
す
る
職
員
の

意
識
を
高
め
よ
。

教
育
長　

今
後
、
各
学
校
に
防

災
主
任
を
置
き
、
防
災
計
画
の

見
直
し
や
防
災
教
育
を
進
め
る
。

教
職
員
に
対
し
て
は
、
命
の
大

切
さ
を
す
べ
て
の
教
科
で
児
童

生
徒
に
指
導
し
、
全
教
職
員
ひ

と
り
一
人
が
対
策
本
部
長
の
意

識
を
も
っ
て
、
災
害
に
対
処
す

る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。
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 松 　 川 　 利 　
まつ かわ とし

 充  議員
みつ

議
員　

め
ま
ぐ
る
し
い
社
会
の

変
化
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
複

雑
・
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
的

確
に
応
え
て
い
く
た
め
に
は
、

組
織
力
の
更
な
る
向
上
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
人
材
の
確
保
、

能
力
の
開
発
、
人
材
の
活
用
等

を
は
じ
め
、
評
価
の
シ
ス
テ
ム

を
整
備
し
、
総
合
的
な
人
材
育

成
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点

か
ら
、
次
の
こ
と
を
問
う
。

自
治
体
に
と
っ
て
「
人
を
育
て

る
こ
と
」
は
重
要
な
仕
事
で
あ

る
と
思
う
が
。

町
長　

今
後
４
年
間
で
退
職
す

る
職
員
は　

名
と
大
量
で
あ
る
。

43

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
職
員
が
不
足

す
る
可
能
性
が
高
く
、
次
世
代

を
担
う
人
材
の
育
成
が
急
務
で

あ
る
。
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

は
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
支

新人職員の辞令交付式

え
る
重
要
な
根
幹
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

議
員　

人
材
育
成
の
基
本
計
画

の
内
容
と
、
そ
の
実
施
状
況
・

人
材
育
成
効
果
の
内
容
を
聞
く
。

町
長　

平
成　

年
に
「
大
和
町

18

人
材
育
成
基
本
計
画
」
を
策
定

し
、
高
度
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ

へ
対
応
で
き
る
職
員
を
育
て
る

必
要
が
あ
る
。「
住
民
と
と
も

に
考
え
、
信
頼
に
応
え
ら
れ
る

職
員
」「
自
か
ら
の
責
任
で
考
え
、

行
動
す
る
職
員
」
等
を
か
か
げ
、

行
政
の
プ
ロ
を
目
指
し
実
務
研

修
等
を
行
っ
て
い
る
。

議
員　

人
事
評
価
と
人
材
育
成

は
表
裏
一
体
と
考
え
る
が
、
評

価
結
果
の
活
用
と
人
材
育
成
シ

ス
テ
ム
と
の
連
携
・
改
善
を
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　

「
人
事
評
価
制
度
」
を
導

入
し
、
年
度
始
め
に
組
織
目
標

と
業
績
評
価
、
能
力
評
価
を

行
っ
て
い
る
。
評
価
の
結
果
は
、

給
与
へ
反
映
し
、
目
標
を
下

回
っ
た
項
目
は
、
本
人
に
必
要

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

28
たいわ町議会だより　2012.5.1

人材育成と人事評価を問う

町長　一層の人材育成に努める
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 平 　
ひら

 渡 　
わたし

 d 
たか

　 志  議員
し

将
来
に
向
け
た
交
通
整
備
を

町
長 
関
係
市
町
村
と
連
携
し
、
研
究
重
ね
る

議
員　

北
部
工
業
団
地
を
中
心

に
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
、
東
京
エ

レ
ク
ト
ロ
ン
を
始
め
と
し
た
大

企
業
の
立
地
が
急
速
に
進
ん
で

い
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
朝
・
夕

の
国
道
４
号
線
は
飽
和
状
態
で

あ
る
。

　

ま
た
、
仙
台
〜
大
衡
線
の
完

全
開
通
も
程
遠
い
。
車
だ
け
に

頼
ら
な
い
通
勤
、
通
学
の
為
の

大
量
輸
送
機
関
が
必
要
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
本
町

だ
け
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
黒

川
全
体
で
の
取
り
組
み
が
必
要

と
考
え
る
が
、
町
長
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　

仙
台
北
部
を
取
り
巻
く

環
境
が
大
き
く
変
わ
り
、
大
量

輸
送
手
段
の
検
討
も
必
要
と
考

え
て
い
る
。
し
か
し
、
新
交
通

シ
ス
テ
ム
実
現
の
た
め
に
は
、

数
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
黒
川

地
域
だ
け
で
対
応
で
き
る
問
題

で
は
な
い
。
バ
ス
に
よ
る
公
共

交
通
の
整
備
が
第
一
の
課
題
と

考
え
て
お
り
、
交
通
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
整
備
に
よ
る
現
行
シ
ス
テ

ム
の
改
善
や
充
実
に
取
り
組
み
、

長
期
的
に
は
「
緑
の
未
来
産
業

都
市
く
ろ
か
わ
建
設
推
進
協
議

会
」
を
軸
に
、
関
係
市
町
村
と

連
携
し
、
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の

導
入
の
研
究
を
重
ね
て
い
く
。

議
員　

平
成　

年
９
月
議
会
の

22

一
般
質
問
で
、
危
機
対
策
室
の

設
置
を
提
言
し
た
。

　

平
成　

年　

月
に
危
機
対
策

16

10

官
を
配
置
し
、
町
の
安
全
安
心

の
た
め
に
防
災
計
画
を
策
定
し
、

災
害
に
強
い
町
を
め
ざ
し
た
が
、

こ
こ
数
年
、
対
策
官
が
不
在
で

あ
る
。「
近
年
、
各
地
で
地
震
、

豪
雨
、
地
す
べ
り
な
ど
、
大
き

な
被
害
が
出
て
い
る
。
本
町
で

も
、
い
つ
、
ど
ん
な
時
に
も
対

応
で
き
る
体
制
を
取
る
べ
き
で

は
な
い
か
」
と
提
言
し
て
か
ら
、

わ
ず
か
６
か
月
で
あ
の
東
日
本

大
震
災
が
起
き
た
の
で
あ
る
。

食
料
、
ガ
ソ
リ
ン
、
物
資
等
の

不
足
と
震
災
時
の
対
応
の
反
省

を
踏
ま
え
、
今
こ
そ
危
機
対
策

室
を
設
置
し
、
今
後
の
災
害
に

対
処
す
べ
き
と
思
う
が
町
長
の

考
え
を
問
う
。

町
長　

危
機
対
策
室
と
し
て
独

立
し
た
機
関
の
設
置
は
、
県
内
の

自
治
体
に
も
そ
の
動
き
が
あ
る

こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、

危機対策室を設置せよ

　町長  災害時には全職員一丸となり対応

将来、地下鉄が来ないかなぁ

本
町
と
し
て
は
、
専
門
の
部
署
を

設
置
す
る
の
で
は
な
く
、
総
務
ま

ち
づ
く
り
課
に
置
い
て
、
道
路
や

農
業
施
設
、
教
育
施
設
、
福
祉
施

設
等
を
抱
え
る
関
係
課
と
連
携

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

災
害
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

全
職
員
が
一
丸
と
な
り
任
務
に

あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
の
で
、
危
機
対
策

担
当
を
主
力
に
組
織
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。
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 浅 　 野 　
あさ の

 正 　
まさ

 之  議員
ゆき

議
員　

中
期
財
政
見
通
し
の
視

点
に
立
ち
、
予
算
編
成
を
組
ん

だ
と
し
て
い
る
が
「
ム
リ
、
ム

ダ
」
の
事
業
を
ど
う
評
価
し
、

削
減
し
た
の
か
経
過
を
聞
く
。

町
長　

各
課
に
、
震
災
に
よ
る

厳
し
い
経
済
状
況
、
国
予
算
の

財
政
見
通
し
が
不
透
明
な
こ
と
、

町
総
合
計
画
実
現
に
向
け
た
施

策
を
中
期
財
政
の
見
通
し
を
踏

ま
え
て
、
予
算
編
成
を
行
う
よ

う
指
示
し
た
。
新
年
度
予
算
の

主
要
事
業
や
、
施
策
の
優
先
性

や
必
要
性
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
精
査
に
努
め
た
。

議
員　

各
種
補
助
金
は
、
ど
の

よ
う
に
認
識
し
対
応
し
た
の
か
。

町
長　

補
助
金
適
性
化
委
員
会

を
立
ち
上
げ
検
討
し
、
縮
小
と

な
っ
た
補
助
金
も
あ
っ
た
。
今

後
も
事
業
計
画
に
沿
っ
た
補
助

金
の
予
算
措
置
や
効
果
、
効
率

適正に集めて、適切に使います

新年度予算編成を問う

町長　優先・必要性を検証し精査した

的
な
補
助
金
の
あ
り
方
を
検
討

し
て
い
く
。

議
員　

町
税
を
は
じ
め
、
各
種

手
数
料
、
使
用
料
等
の
滞
納
額

が
年
々
増
え
て
お
り
、
町
の
財

政
を
圧
迫
し
て
い
る
。
予
算
編

成
時
に
、
ど
の
よ
う
に
整
理
し

た
の
か
。

町
長　

各
種
の
滞
納
整
理
は
、

対
策
本
部
を
設
置
し
、
町
税
や

給
食
費
、
保
育
料
等
の
滞
納
者

を
一
元
化
し
、
効
率
的
に
滞
納

整
理
に
取
り
組
み
、
戸
別
訪
問

に
よ
る
徴
収
で
成
果
が
出
て
い

る
。
町
税
や
各
種
手
数
料
・
使

用
料
を
現
年
度
分
と
滞
納
繰
越

分
と
に
明
確
に
区
分
し
、
予
算

を
圧
迫
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

今
後
も
対
応
し
て
い
く
。

議
員　

町
の
人
口
増
を
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
今

後
、
人
口
規
模
が
大
き
く
変
化

す
る
こ
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
、

町
の
方
向
づ
け
も
変
わ
る
と
思

う
。
町
長
の
考
え
を
問
う
。

町
長　

第
四
次
総
合
計
画
で
平

成　

年
の
人
口
を
３
万
人
と
定

35
め
た
。
当
面
は
平
成　

年
2
万

27

８
２
０
０
人
の
目
標
に
、
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
く
。
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 大 
おお

　 友 　 勝 　 衛  議員
とも かつ え

総
合
計
画
を
ど
う
展
開
す
る

町
長  

職
員
、
一
丸
と
な
っ
て
進
め
る

議
員　

第
四
次
総
合
計
画
の
、

第
二
次
実
施
計
画
期
間
（
平
成

　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
）
の

24

26

重
点
・
主
要
事
業
施
策
の
検
討

を
、
前
倒
し
で
主
要
事
業
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
っ
た
と
あ
る
が
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
方
法
、
職
員
提

案
の
有
無
の
状
況
を
聞
く
。

町
長　

主
要
事
業
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
は
、
各
課
の
事
業
の
総
点
検

の
中
で
行
っ
た
。
各
課
か
ら
提

出
さ
れ
た
事
業
数
は
１
４
９
で
、

調
整
を
行
っ
た
結
果
、
１
２
３

事
業
、
３
年
間
の
事
業
費
は　
80

億
４
４
０
０
万
円
と
し
た
。

主
要
事
業
は
各
課
で
事
業
の
必

要
性
を
十
分
、
検
討
し
て
作
成

し
た
。
実
施
計
画
の
策
定
は
、

町
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の

重
要
な
政
策
決
定
で
あ
る
。
職

員
一
人
一
人
が
重
要
度
を
強
く

認
識
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
提
案

を
行
い
、
一
丸
と
な
っ
て
進
め

て
い
く
。

議
員　

施
政
方
針
の
中
で
「
ト

ヨ
タ
自
動
車
東
北
、
セ
ン
ト
ラ

ル
自
動
車
、
関
東
自
動
車
工
業

の
３
社
が
、
本
年
７
月
に
合
併

し
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
と

し
て
誕
生
す
る
予
定
だ
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
躍
進
が

見
込
ま
れ
、
今
後
も
地
域
内
の

活
性
化
と
雇
用
へ
の
弾
み
と
な

る
よ
う
な
施
策
の
雇
用
を
図

る
」
と
あ
る
が
、
町
は
、
ト
ヨ

タ
自
動
車
東
日
本
に
ど
の
よ
う

な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
た
の
か
。

町
長　

３
社
が
統
合
す
る
話
し

を
お
聞
き
し
た
の
で
、
表
敬
訪

問
を
兼
ね
、
ト
ヨ
タ
自
動
車

（
ト
ヨ
タ
本
社
）
の
副
社
長
に
、

「
ぜ
ひ
と
も
本
町
で
操
業
し
て

い
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
北
の
名

前
を
残
し
て
ほ
し
い
」
と
申
し

入
れ
た
。
結
果
、
東
北
と
い
う

名
で
は
な
く
東
日
本
と
い
う
名

前
に
な
っ
た
が
、
本
町
に
エ
ン

ジ
ン
工
場
も
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
、
地
域
振
興
と
雇
用
に
期

待
す
る
。

議
員　

雇
用
に
対
す
る
施
策
展

開
の
具
体
的
内
容
は
。

町
長　

有
効
求
人
倍
率
が
１
・

0
6
で
昨
年
同
期
の
0
・
5
9

トヨタ自動車東日本誕生　
　　　　本町への影響は

 町長　地域振興と雇用に期待する

本社予定地のセントラル自動車

と
比
較
す
る
と
大
幅
に
改
善
さ

れ
て
い
る
。

町
内
の
ア
パ
ー
ト
も
満
室
と
聞

い
て
い
る
が
、
さ
ら
な
る
定
住

化
を
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員　

今
後
、
な
お
一
層
の
産

業
集
積
が
見
込
ま
れ
る
中
、
新

た
な
整
備
計
画
に
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
が
。

町
長　

道
路
の
整
備
（
ア
ク
セ

ス
）
状
況
や
都
市
計
画
区
域
の

見
直
し
等
の
課
題
も
あ
る
の
で
、

県
と
連
携
し
て
、
企
業
の
立
地

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
。
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　議員が行う提言は、町政にどう反映されているのでしょうか。これまでの質問の中から一部

ピックアップし、その後の経過を追跡してみました。

医
療
費
が
中
学
３
年
生
ま

で
無
料
に
な
り
ま
し
た
が

　

母
子
家
庭
な
の
で
す
が
、

手
出
し
が
な
く
な
っ
た
分
、

経
済
的
に
も
楽
に
な
っ
て
、

と
て
も
助
か
り
ま
す
。

保
護
者
の
方
に

　
　
   
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー早坂文恵さん

シャッター街に、にぎわいを再び
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長
年
に
わ
た
る
議
員
活
動
に
よ
り
、
５
名
の
方
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
受
賞
の
感
想
を
聞
い
て

み
ま
し
た
。

自
治
功
労
表
彰

馬 
場 
久 
雄 
議
員　

み
や
ぎ
の
中
核
都
市
・
大
和
に
向
け

て
、
活
力
あ
る
議
会
活
動
に
な
お
一

層
励
ん
で
い
き
ま
す
。

浅 
野 
正 
之 
議
員
（　

年
３
月
末
を
も
っ
て
勇
退
）

24

　

今
後
、
大
和
町
に
、
何
か
新
し
い
発

見
が
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鶉 
橋 
浩 
之 
議
員
（　

年
３
月
末
を
も
っ
て
勇
退
）

24

　

町
民
の
皆
様
の
支
え
に
よ
り
、
充

実
の
議
員
活
動
で
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

上 
田 
早 
夫 
議
員
（　

年
３
月
末
を
も
っ
て
勇
退
）

24

　

今
回
の
表
彰
は
長
い
議
員
生
活
の

良
い
思
い
出
と
し
て
大
切
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

大 
友 
勝 
衛 
議
員
（　

年
３
月
末
を
も
っ
て
勇
退
）

24

　

大
変
光
栄
な
事
と
存
じ
ま
す
。
皆

様
方
の
ご
指
導
・
ご
支
援
の
た
ま
も
の

と
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

堀
籠
英
雄
広
報
委
員
長
コ
メ
ン
ト

　

二
年
連
続
全
国
・
県
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞 
で
き
た
の
は
、

議
員
各
位
の
活
発
な
意
見
の
た
ま
も
の
と
感
謝
し
ま
す
。

全
国
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

２
年
連
続
入
賞

県
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞
受
賞

　藤巻委員　　　秋山委員　　　伊藤委員

堀籠委員長　　大須賀議長　　平渡副委員　　掘籠委員

　

円
滑
な
議
会
運
営
と
、
議
員
各
位
の
補
佐
役
と
し
て
一

生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
。
ま
た
、
議
会
活
性
化
、
議
会
改

革
の
た
め
に
全
力
で
職
務
に
努
め
ま
す
。

議
会
事
務
局
職
員
紹
介

藤原 孝義 ( 主査 )    曽根 秀子 ( 主幹 ) 

千坂 俊範 ( 班長 )    浅野 喜高 ( 局長 )

　

議
会
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
議
会
事
務
局
職
員
が
出
向
き
、
議

会
の
仕
組
み
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
ご
説
明
い
た
し
ま

す
。
各
行
政
区
や
各
種
団
体
、
町
内
の
学
校
な
ど
で
、

「
議
会
っ
て
、
ど
う
い
う
事
を
や
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
」

と
思
っ
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】
大
和
町
議
会
事
務
局

電
話
：
３
４
５－

７
５
０
６
（
直
通
）

出
前
講
座
を
行
い
ま
す
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チ
ー
ム
ワ
ー
ク 

　

町
議
会
議
員
改
選
に
よ
り
、

４
月
か
ら
新
議
会
と
な
り
、

広
報
編
集
委
員
も
新
た
な
メ

ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
町
民
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
こ
れ
か
ら
４
年
間
、

皆
様
に
親
し
ま
れ
、
読
み
や

す
い
議
会
だ
よ
り
作
成
を
心

が
け
、
議
会
活
動
を
分
か
り

や
す
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
ご
愛
読
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

広
報
編
集
委
員
長　

伊
藤　
　

勝

VOC成分  
ゼロ  

この印刷物にはVOC 
（揮発性有機化合物）成分ゼロの 
環境にやさしい100％植物油型 
インキを使用しました。    

〒 981-3680　宮城県黒川郡大和町吉岡字西桧木1番地の1
TEL　022-345-7506　　 gikai@town.taiwa.miyagi.jp
年４回発行／印刷：�鈴木印刷所

　

ぼ
く
が
生
ま
れ
育
っ
た
大

和
町
の
好
き
な
所
は
、
自
然

が
い
っ
ぱ
い
広
が
っ
て
い
る

所
で
す
。

　

ぼ
く
の
通
う
鶴
巣
小
の
周

り
に
は
、
広
い
水
田
が
広
が

り
色
々
な
川
が
流
れ
て
い
ま

す
。
ぼ
く
は
そ
の
中
で
、
低

学
年
の
時
か
ら
草
花
や
虫
の

観
察
、
川
の
生
き
物
調
べ
な

ど
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
今
年
六
年
生
に
な

り
、
目
標
を
立
て
ま
し
た
。

そ
れ
は
鶴
巣
小
の
め
あ
て

「
心
や
さ
し
く
た
く
ま
し

く
」
を
目
指
す
事
で
す
。
友

だ
ち
や
下
級
生
に
優
し
く
、

心
も
体
も
強
い
六
年
生
に
な

り
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
将
来
、
大
人
に

な
っ
た
時
も
、
優
し
く
た
く

ま
し
い
人
に
な
り
た
い
で
す
。

そ
の
後
の
大
和
町
も
、
今
と

変
わ
ら
ず
自
然
が
い
っ
ぱ
い

あ
っ
て
、
自
分
も
大
和
町
に

住
み
な
が
ら
町
の
自
然
を
大

切
に
残
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然
ががががががががががががががががががががががががががががががががが
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
さささささささささささささささささささささささささささささささささ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
あああああああああああああああああああああああああああああああああ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町

自
然
が
た
く
さ
ん
あ
る
大
和
町

落
合
小
学
校　

五
年

 
小  
川  
穂  
乃  
佳 
さ
ん

お 

が
わ 

ほ 

の 

か

　

わ
た
し
は
今
、
大
人
に

な
っ
た
ら
パ
テ
ィ
シ
エ
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一

つ
目
は
、
ス
イ
ー
ツ
が
好
き

だ
か
ら
で
す
。
特
に
、
イ
チ

ゴ
タ
ル
ト
が
一
番
好
き
で
す
。

二
つ
目
は
、
わ
た
し
が
作
っ

た
も
の
を
た
く
さ
ん
の
人
に

お
い
し
く
食
べ
て
も
ら
い
た

い
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
、
今

年
は
調
理
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
、

ス
イ
ー
ツ
作
り
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
パ
テ
ィ
シ

エ
は
、
お
か
し
作
り
に
つ
い

て
色
々
な
事
を
知
ら
な
い
と

い
け
な
い
の
で
、
高
校
を
卒

業
し
た
ら
、
専
門
学
校
に

通
っ
て
、
い
っ
ぱ
い
勉
強
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

お
店
で
実
際
に
働
い
て
み
た

い
で
す
。
そ
の
後
は
、
大
和

町
で
自
分
の
お
店
を
開
き
た

い
で
す
。
そ
の
時
は
、
み
な

さ
ん
ぜ
ひ
お
店
に
買
い
に
来

て
く
だ
さ
い
。

将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将
来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来
ののののののののののののののののののののののののののののののののの
夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢

将
来
の
夢

　

４
月
９
日
に
、
町
内
各
小
中
学
校
の
入
学
式
が
あ
り

ま
し
た
。
宮
床
小
学
校
の
新
１
年
生
も
、
元
気
に
入
学

し
ま
し
た
。
お
友
達
と
仲
良
く
、
お
勉
強
と
運
動
を
が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

議会広報調査特別委員会
編集発行責任者

　議　　長　大須賀　啓
編集委員

　委 員 長　伊藤　　勝

　副委員長　藤巻　博史

　委　　員　今野　善行

　委　　員　門間　浩宇

　委　　員　千坂　裕春

　委　　員　浅野　俊彦

議会を傍聴して
　　 みませんか？
面倒な手続きはありませ
ん。１人でも団体でも傍
聴できますので、ぜひお
越しください。
場所は役場３階です。

……………………………………………………今今今今今今今今今今回回回回回回回回回回のののののののののの表表表表表表表表表表紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙はははははははははは…………………………………………………………今回の表紙は……

次回定例会は

6月  7日（木）から

6月11日（月）まで
の予定です。

大和町議会事務局

� 022 － 345 － 7506

� gikai@town.taiwa.miyagi.jp
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